
　

　

 　最上小国川は、国内でも有数のアユの生息する清流として知られています。しかし一方流域では、これまで何度も水害に見舞われています。
　このため、最上小国川流域の治水対策について、検討を重ねてまいりました。
　今回、５月２８日に開催されました報告会の状況についてお知らせいたします。

　当初、地元説明会を３月１３日に予定しましたが、都合により延期となっていました。
この報告会（説明会）が、５月２８日（水）の夜７時から最上町中央公民館で開催されました。
当日は、３５０名の方々にご参加いただきました。夜分お疲れのところ、大勢の方々にご参加い
ただき、感謝申し上げます。

●環境調査についての質疑応答要旨
Ｑ；環境調査の藻類及びはみあとの調査はいつから行っているのか。
　　経年の数値を比較した場合、上がっているのか、下がっているのか。
Ａ；藻類の調査はH15から一部実施していますが、詳細な調査はH19からの実施
　　です。数値については、数が少なく、まだ比較ができません。

　初めに、山形県土木部の高村義晴土木部長からあいさつがあり、県が国に提出した資料に漁協
役員のダム建設の賛否を記していたことについて、行き過ぎがあったとして、陳謝しました。
　また、地域あってのダムであり、一刻も早い安全を確保していきたいとの話がありました。

　また、高橋重美最上町長からは、これまでの水害の経
験から安全・安心の担保が不可欠であること、それに基
づくまちづくりをしていきたいとのごあいさつをいただ
きました。

　昨年度の環境調査と温泉調査の結果について、そし
て、平成２０年度の調査予定について説明いたしまし
た。
　参加の方々からも、さまざまなご意見ご質問をいただ
きました。

サシバ

オシドリ

平成６年１０月出水

平成１８年１２月出水

最上総合支庁　建設部　河川砂防課

平成２０年６月7日

５月２８日報告会

創 刊 号

５月２８日、最上小国川治水対策事業報告会を開催

１）平成１９年度環境調査について説明しました
　・環境調査の目的及び、環境影響評価法と県条例に準じて検討を行うこと
　　について
　・猛禽類（クマタカ・オオタカ他）、鳥類（ヤマセミ・オシドリ他）、
　　昆虫類の生息状況について
　・藻類及びはみあと（アユが藻を食べた後の藻の剥離状況）調査について

　今後、引き続き、皆様に「小国
川だより」をお届けしたいと考え
ております。

～ ～ 小 国 川 だ よ り ～ ～



●その他、下記の質問等が出されました。(要旨掲載)

Ｑ；ダムに関連して河川改修事業費60億円が予定
　　されているが、最上町の業者に仕事が来るの
　　か。
Ａ；ダム建設工事よる経済効果は一時的なもので
　　あり、県としてはこの地域を安全にし、いろ
　　いろな方に来てもらう事での地域活性化を
　　図ってまいりたいと考えております。

意見；地元では、大雨で苦労している。
　　　早くダムを建設してほしい。
（建設促進を求める声に会場中に拍手が起こった。）

　ご意見、ご質問は、右記、お問合せ先へお寄せ下さい。
電話等の口頭ですと、聞き漏らし等が出かねませんので、メールや手紙などの文章でお願い致します。

●温泉調査についての質疑応答要旨
Ｑ；温泉調査報告書は、表面調査と聴き取り
　　調査のみで、ボーリング調査は１本では
　　足りないのではないか。温泉調査のメカ
　　ニズムの解明には、もっと科学的な調査
　　が必要ではないか。
Ａ；むしろ表面調査が重要です。

Ｑ；瀬見地区では80年前に比べると河床が1メ
　　ートルは下がっている。河床が下がって温
　　泉が出なくなった事例はあるのか。
Ａ；事例はあります。最近は、ポンプアップで
　　河床低下にも対応できていますが、自然湧
　　泉は対応できなくなります。
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平成１８年１２月出水　白山橋（最上町大堀）

平成６年１０月出水

河川工事による温泉への影響

５月２８日報告会

３）平成２０年度の調査について説明しました
　・環境調査の予定について
　・地質調査と設計について
　・河道計画と温泉影響調査について
　・治水対策と流域の活性化について

◇特に「最上小国川流域環境保全協議会（仮称）」
　を設置し、環境保全及び環境影響について評価・
　検討を行うことを説明しました

河川側旅館側
２）平成１９年度温泉調査について説明しました
　・赤倉温泉の特徴について
　・赤倉温泉の湧出機構について
　・河川改修と源泉への影響について
　・河川工事による温泉への影響事例について

　【財団法人中央温泉研究所の調査結果】

 温泉地近くでの河川工事による影響《自然
 湧出源泉、掘削源泉のごく浅い源泉の場合》

 ◇自然湧出泉では、河床掘削の際に掘削部
 　から温泉が湧出することは避けられず、
 　工事中は大きな影響が予想される。
 ◇工事後にはある程度回復させることは可
 　能だが、原状復旧することは困難であろ
 　うと想像する（→河川工事箇所に温泉流
 　動域が拡散してしまうため、それを抑止
 　することが困難）。
 ◇自然湧出部に湯舟を設けている旅館では、
 　浴槽運転に恒久的な支障が生じる可能性
 　が高い。



山形県 最上総合支庁 第２号

建設部 河川砂防課 平成20年7月10日

環境調査について

～～ 小国川だより ～
～

最上町志茂地内

 平成１８年１２月２６日～２７日、低気圧による大雨で、最上小国川が増水し、最上
町・舟形町において被害が発生しました。最上町赤倉温泉では、床上浸水２棟、床下浸
水６棟の被害となりました。降った雨の量は富沢観測局で、２６日１６時からの２４時
間で１１１ミリメートル、赤倉温泉の最上小国川では、毎秒１５５立方メートルの流量
を観測しました。これは、１０年に１回程度の雨で発生する流量でした。

赤倉温泉地内赤倉温泉地内 県道最上西公園線：白山橋

最 近 の 洪 水
～平成１８年１２月洪水による被害状況～

【用語解説コーナー】
○右岸（うがん）・左岸（さがん）
 川を上流側から下流側に向かって見た時に、右側を右岸、左側を左岸といいます。
○堤内地（ていないち）・堤外地（ていがいち）
 堤防で守られている宅地や農地のある部分を堤内地といい、堤防に挟まれ水が流れている部分
を堤外地といいます。

漢字では、「角鷹」または「熊
鷹」と書きます。赤倉地区上流
で見られたクマタカです。最上
地方は、国内でも数多くのクマ
タカがすんでいる地域の一つ
です。専門家のアドバイスを受
けながら、クマタカと共生でき
る治水対策を進めていきます。

エゾウグイ：コイ科ウグイ亜
科ウグイ属。北海道と東北
の一部に生息する魚です。
小国川でも見られます。

クマタカ

エゾウグイ

初夏の小国川 清流小国川の美しい景色と、周辺に棲
んでいるいろいろな生き物を写真で紹介
していきます。

国道47号から見た「川の駅」上流の成合淵（なりあいぶち）付近のようすです。
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環境調査について

平成２０年度に実施する調査内容をお知らせします。

赤倉温泉地区：温泉調査を行います。

ゆけむり橋

赤倉橋

 今回の地震では、宮城県栗原市栗駒で国内最大級
の地すべりが起きました。崩れた土砂の量は推定７
千万立方メートル（東京ドーム56杯分相当）です。
 この地すべりは、宮城県が管理している荒砥沢（あ
らとざわ）ダムの貯水池上流で起こりました。

 この地すべりによって、ダム湖には高さ約３メー
トルの津波が発生しました。専門家は、もっと大量
の土砂が流れ込んでいたら、下流で大きな被害が出
る恐れがあったと言っています。ダム建設は、災害
時の被害拡大防止にも大きな効果が期待されます。

ご意見・ご質問は
こちらへどうぞ。

【調査・設計】
・本体着工に向けて地質調査と実施設計を実施します。

◆「流域の活性化」
・流域の活性化を図るため、地域の方々と協力して、
 地域づくりを進めます。

【最上小国川ダムの環境調査基準の考え方】
 最上小国川ダムは、法律や条例で定める調査基準より小さい面積のため、必ずしなけれ
ばならない環境調査はありませんが、環境に対する影響が最も少ない方法をとれるよう、
環境影響評価法や県条例に準じた調査検討を行っています。
 ○法律などに基づいて調査が必要となる基準面積
 [ダムの環境調査基準] 環境影響評価法                         貯水面積 ７５ ｈａ以上
                山形県環境影響評価条例 普通地域（特別地域以外）  貯水面積 ７５ ｈａ以上
                   〃   特別地域（国立・国定公園県立公園など）  貯水面積 ５０ ｈａ以上
 ○最上小国川ダム （普通地域）                           貯水面積 約２７ｈａ

【環境調査】流域
・棲んでいる数が少なくなってきている野生生物（猛
 禽類・鳥類など）や河川水の濁り、川底の藻類調査
 を継続して行います。
・騒音、振動の現況調査と予測検討を行います。

◆「最上小国川流域環境保全協議会（仮称）」を設置
 します。
・治水事業が環境の保全に十分に配慮して行われるよ
 う専門家や関係者の方々からご意見をいただきます。

【温泉調査】赤倉地区
・河川と温泉の関係について調査を行います。

※ 今まで襲った最大級の地震（震度７）でも、
 国内のダムは安全に稼働しています。
  最上小国川ダムも地震に安全な基準で、設計
 をしています。

 この地震で12名の方が亡くなられ、10名の方
が行方不明となりました。犠牲になられた方々に
は心よりお見舞い申し上げます。

岩手・宮城内陸地震

荒砥沢ダム

荒砥沢ダム
上流崩壊地

 なお、これまでの調査では、最上小国川ダム建設
予定地上流部には、地すべりのおそれがある箇所は
ありません。

提供；㈲ﾐﾔｷﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 『ＰＰＧ空撮』

6月14日(土) 8時43分発生、岩手県内陸南部、深さ８km、M7.2

mailto:ymogamikasen@pref.yamagata.jp


山形県 最上総合支庁 第３号

建設部　河川砂防課 平成20年8月21日～～ 小国川だより ～～

瀬見発電所

　東北電力が管理する瀬見発電所は、山形県内で
２番目に古い水力発電所で、明治４５年（１９１
２年）から運転が始まりました。
　瀬見温泉の近くの大きく平らな岩は「弁慶の硯
石(すずりいし) 」と呼ばれています。義経の子、
亀若丸の名をつける時、弁慶が硯として墨をすっ
た岩という伝説によるものです。

【用語解説コーナー】
○河床（かしょう）；川の中で、水の流れに接する川底の部分のことです。
○澪筋（みおすじ）；水の流れによって、川底にできる溝のことです。
○河道（かどう）　；河川水が流れ下る部分のことです。
○遊水池（ゆうすいち）；下流の水害を軽減するため、洪水の時にだけ川の流水を一時的に氾濫さ
　　　　　　　　　　　　せる土地のことをいいます。

平成１８年１２月洪水被害を受けた方へのインタビュー

この洪水で赤倉温泉のＧ旅館では床上浸水の被害が出ました。
旅館のＯさんから、その当時の状況についてお聞きしました。

問） 平成18年12月の洪水の時は、どのような状況でしたか？

●朝４時から、自家用ポンプで排水作業をしましたが、１階の
　食堂や調理場が10センチメートル以上、水につかりました。
　水につかる前に１階のたたみ20畳を全部立てかけたんです
　が、たたみの部屋と、40畳程度のフローリングの部屋、調
　理場、資材をおいている部分も全部水につかりました。水が
　引いた後は泥が残り、きれいにするのが本当に大変でした。

●１階部分を乾燥させるのに、毎日除湿器をかけても１ヶ月く
　らいかかりました。お客様用の食堂として使っていたので営
　業にも影響が大きかったですね。また、水につかり使えなく
　なってしまったものもあり、廃棄物として処理したり、買い
　換えしなければならないものもありました。

●赤倉ホテルの跡地を使って川を広げてもらったので、平成18
　年の洪水では、この程度で済んだと思っています。

●この時もお客様のキャンセルが出まして、洪水による影響は
　大きいですね。昔はお客様にも避難していただいたこともあ
　りましたね。

オオタカ

ハナカジカ

　オオタカは、猛禽類の
一種で、タカ目タカ科に
属する鳥です。赤倉地区
で飛んでいるのが確認さ
れています。
　専門家のアドバイスを
受け、環境に配慮しなが
ら工事を進めていきま
す。

　小国川にいるハナカジ
カです。カジカ科の魚
で、北海道と東北の一部
に住む魚です。

赤倉温泉地内　 　Ｈ１８年１２月洪水

涼やかな水しぶき

赤倉温泉地内　 　Ｈ１８年１２月洪水

Ｇ旅館Ｏ氏　撮影・提供

〔弁慶の硯石〕

【お話をお聞きし、洪水後もしばらくの間、本当に苦労されていることが分かりました。】
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　今回は、一般的な洪水対策の方法を紹介します。
　洪水被害を防ぐためには、おもに右の４つの方法がありますが、
今回は、遊水池に必要な広い面積の土地が上流には確保できないた
め、残りの３つの方法を紹介します。
　それぞれ特徴があるため、現地に合った方法が採用されます。

洪水対策方法の紹介

 １．河道改修 ‥‥ 川の断面を大きくして、流れる水の量を増やします。

 ２．放水路 ‥‥ あふれそうな場所を一部う回させて、川に流れる水を少なくします。

★河道改修の特徴
○拡　幅：広げる場所に建物などがあれば、移転が必
　　　　　要になります。

○掘　削：上下流の川底の深さを考えて、掘れる深さ
　　　　　を決める必要があります。

○嵩上げ：堤防の嵩上げのため盛土する場所に建物な
　　　　　どがあれば、移転することになります。

○特に難しい問題がなければ、河道改修を選ぶことが
　多くなります。

★放水路の特徴
○いろいろな事情で河道改修を行うことが難しい時は、
　上流からの洪水の一部をう回させるバイパスを作りま
　す。

○新たな川を作るので、大きな面積の土地と、予算が多
　くかかります。また、長い期間がかかり、全てができ
　るまで効果が出ません。

○普段は水のない川になります。

★ダムの特徴
○下流の河道改修が難しい場合、上流で洪水量を小さくす
　ることができます。

○一般的には大きな規模になりやすく、多くのお金がかか
　りますが、河道改修しなければならない区間が長い場合
　は、ダムが有利です。

○洪水の流量が抑えられ、下流の河道改修が少なくてすむ
　ため、大きな改修が困難な場合は有利です。

遊水池

 ３．ダム ‥‥ 川の水を一時的に貯めておきます。

バックナンバー
　創刊号…報告会のお知らせ
　第２号 …Ｈ２０調査内容・
　　　　　　岩手宮城内陸地震

平成２０年度河川調査説明会を実施

　７月１５日と７月１８日に、赤倉地区の方に対し、河川
調査説明会を実施しました。今回説明した内容は、今年度
に実施する赤倉温泉地区の河川測量と温泉調査です。

　河川測量は、平成１７年に実施しましたが、その後にた
まった土砂の状況を確認するため、測量します。
　温泉調査は、様々な意見に対して、ていねいに、そして
具体的に説明するため、温泉の湧き出し方を調べます。ま
た、今後、護岸が古くなり作り直すことが必要となった時
の工事方法を検討するための資料とします。

【訂正のお詫び】　第２号の写真説明で「成合淵付近」と記載しましたが、「新淵付近」の
　　　　　　　　　　　誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。

　説明会では、地元の皆様からは建設に向けた事業の推進を強く望む声が上がりました。

７月１８日開催　河川調査説明会

４つの方法があ
ります

（バイパス）



山形県 最上総合支庁 第４号

建設部　河川砂防課 平成20年9月25日～～ 小国川だより ～～

赤倉温泉地内で食堂の営業をされているＴさんに、その当時の
状況についてお聞きしました。

赤倉地区の小国川で、魚捕りをする子供たち

平成１８年１２月洪水被害を受けた方へのインタビュー（その２）

問）平成１８年の洪水では、どのような状況でしたか？

●地下室が20～30センチメートル、水につかりました。このため、
　ポンプや冷蔵庫などの機械類が全部使えなくなったんです。機械
　類は皆買い換えしなくてはいけなくなり、本当に大変でした。

●上流側からの水がこちらに流れてくるんですが、役場で準備して
　くれるポンプが、この時は他の地区へ先に持っていったのでポン
　プが来るのが遅くなってしまったんです。本当にハラハラしまし
　た。

●洪水の時は、向こう側（右岸側）のことはみんな注目するんです
　が、こっちの方（左岸側）は、みんなあまり気にかけてくれない
　んです。こっち側もいつも大変な状況なんですよ。今回、話を聞
　いてくれたことは、本当にうれしいです。

●川のそばに住むのが悪いんだなんて言う人がいますが、そんなこ
　とを言うなんて、本当に憤りを感じます。

【用語解説コーナー】
○河川区域（かせんくいき）
　川裏（水の流れていない側）の
堤防法尻（のりじり）から、反対
側の川裏の堤防の法尻までの間の
河川としての役割をもつ土地を河
川区域と呼びます。
　洪水など災害の発生を防止する
ために必要な区域であり、河川法
が適用される区域です。

ワタナベカレハ

ここまで浸水し
たんですよ。

ヤマセミは、ブッポウソウ目
カワセミ科の鳥で、山地の渓
流にすんでいます。これまで
の調査で、巣は確認されてい
ません。

ワタナベカレハは、チョウ目
カレハガ科の蛾です。幼虫は
シナノキの葉を食べます。

ヤマセミ

赤倉温泉地内  Ｈ１８年１２月洪水

【 洪水のたびに本当に大変な思いをしておられることがよく分かりました。】

堤内地 堤　外　地

堤防敷
（２号地）

堤防敷
（２号地）高水敷

（３号地）
高水敷

（３号地）

低水路
（１号地）

堤内地

法尻法尻

河 川 区 域

最上小国川流域では貴重な生
物が確認されています。専門
家のアドバイスを受け、環境
に配慮しながら工事を進めて
いきます。

小国川で川遊び
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お問合せ先　　　電話　0233-29-1407
　　 　Ｅmail - ymogamikasen@pref.yamagata.jp

　前回は、洪水対策の３つの方法をご紹介しましたが、今回は、実際に最上小国川において
検討した方法のうち、「河道改修」について、詳しい内容をご紹介します。

★河川改修案の問題点

　◇赤倉温泉街の大幅な移転が必要。
　◇源泉が河床部を通過するお湯であるた
　　め、川底を掘ると、お湯の出が悪くな
　　る恐れが非常に高い。
　◇下流部に川幅が狭い、改修されていな
　　い箇所があり、先に赤倉地区を整備し
　　てしまうと下流の被害が大きくなる恐
　　れがあるため、先に下流側を整備して
　　からでないと赤倉地区の整備はできま
　　せん。

河道改修

・８月４日から赤倉温泉地内で、河床の岩盤状況を調べるため、
　表面波探査と電気探査を実施しました。また、９月中旬から下
　旬にかけて、赤倉橋と虹の橋の間の河床の堆積土砂を掘削して、
　岩盤の状況を確認します。
・この調査で、温泉の湧き出す仕組みと、温泉に影響を与えない
　で、どこまで掘れるかを検討します。これまでの調査に加え、
　さらに貴重な調査結果が得られると考えています。調査結果に
　ついては、まとまり次第お知らせします。

表面波探査状況

バックナンバー
　創刊号・・・報告会のお知らせ
　第２号 ・・・Ｈ２０調査内容、
　　　　　　　　岩手宮城内陸地震
　第３号 ・・・治水対策の手法

センサー

赤倉橋

虹の橋

ゆけむり橋

湯の原橋

川幅を大きく広げるため、多くの
温泉宿の移転が必要になる。

堤防を引いて
川幅を広げる

　慈覚大師由来の歴史ある赤倉温泉の街並みが一変します。

◆温泉調査の状況について

赤倉地区の河道改修案の予想図

★河道改修案
○事業費 ：  赤倉地区河道改修　　　 約　６３億円
　　　　　　赤倉以外の河道改修　　 約　９８億円　　　計　 約１６１億円　（Ｈ１７積算）
　※　ただし、赤倉地区の河道改修には、建物の移転費用等は含まれていますが、温泉掘削費用
　　の補償費は含まれていません。

○社会環境 ： 多くの温泉宿の移転が必要。温泉街の景観が大きく変わります。
　　　　　　　源泉が河床から湧き出す赤倉温泉の特徴がなくなります。
　■移転が必要な戸数　　　　　　　　　　　　 約５０戸
　■赤倉地区で安全性が確保されるまでの期間　 約３８年
　　（下流側の整備を先行する必要と、
　　　河川整備の予算的な制約から）

○自然環境 ： 水質、土砂移動などに、大きな影響は
　　　　　　ありません。
　　　　　　アユなどの水産資源や河川の自然環境
　　　　　　への影響は小さいと判断されます。



山形県 最上総合支庁 第５号

建設部　河川砂防課 平成20年10月23日～～ 小国川だより ～～

【用語解説コーナー】
○床止め（とこどめ）
　　　河床の深掘れを防いで河川の河床勾配を安定させ、護岸などの構造物を保護するために河川
　　を横断して設けられる施設です。床固め(とこがため)と呼ぶこともあります。床止めに落差が
　　あるものを「落差工(らくさこう)」と呼び、落差がないものを「帯工(おびこう)」と呼びます。
○根固（ねがため）
　　　護岸が洗掘されないよう護岸の根元を押さえる石やコンクリートブロックなどの施設です。

オオルリ

スナヤツメ

スズメ目ヒタキ科の鳥です。
日本へは夏鳥として飛来・繁
殖し、冬は東南アジアで越冬
します。高い木の上でほがら
かにさえずります。

ヤツメウナギ科。全長は大き
いもので約20cm。目とその
横に目のように見える7個の
えら穴があることからヤツメ
ウナギと呼ばれるようになり
ました。

最上小国川流域では貴重な生物が確認されています。専門家のア
ドバイスを受け、環境に配慮しながら工事を進めていきます。白山橋から下流を眺めた景色

最上町大堀地内

清流小国川

　平成１０年９月１６日、台風５号による大雨で、最上
小国川が氾濫し、最上町・舟形町において大きな被害が
発生しました。最上町赤倉温泉では、床上浸水１１戸、
床下浸水７戸の被害が発生しました。

平成１０年９月洪水による被害状況

赤倉地区 虹の橋から下流側を望む

　　　　赤倉温泉地内
赤倉地区  虹の橋から一本橋上流側を望む

はくさん
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お問合せ先　　　電話　0233-29-1407
　　 　Ｅmail - ymogamikasen@pref.yamagata.jp

　１０月６日の調査では、地質や温泉の
専門家を招いて河床の岩盤の状況を直接
見ていただきました。河床表面の土をは
ぐと、岩盤の割れ目数カ所から直接温泉
が湧き出ました。湯温は、45～59℃で
した。

河床掘削中、温泉が噴き出す

河床から立つ湯気

　10月６日に河床に露出している岩盤の状況を調査しました。
８月に行った物理探査の結果、川の両岸は浅いところに岩盤があり
ますが、川の中央付近は岩盤が深く、数メートルも土砂がたまって
いるところもあると推定されました。

　バックナンバー
　　創刊号・・・報告会のお知らせ
　　第２号 ・・・Ｈ１９調査結果と
　　　　　　　　　Ｈ２０調査内容
　　第３号 ・・・治水対策の手法
　　第４号 ・・・河川改修

　赤倉地区の小国川護岸は、主に玉石を積み上げて造った護岸
でした。今から20年前、その石積みの一部が欠け、亀裂から
河川水が建物に漏れるなど、護岸の決壊が心配されるようにな
り、地元の方々から護岸の整備を要望されました。
　現地を確認したところ、早急に補修が必要なことが分かり、
昭和63年11月からに河川工事を行うことになりました。

　赤倉地内の河川は、河床のところどころか
ら温泉が湧き出ています。源泉の湧き出るメ
カニズムの解明は、地形・地質的に非常に難
しく、上記の工事の経験から、河床を掘る場
合、温泉に影響が出ることは避けられないの
ではないかと考えています。
　また、それが一時的であったとしても、営
業に支障が出るようなことは、すべきではな
いと考えています。

　11月17日に瀬替え（水の切り回し）を行い、18日の朝か
ら河川内を掘り始めました。下流から順調に掘っていきました
が、昼前に、急に河床からお湯が噴き出しました。午後２時半
頃、二つの旅館の岩風呂のお湯の量が減り、湯面が下がったと
連絡を受けました。

◆赤倉地内温泉調査の状況について

◆河川工事による温泉への影響について

　前号では、河川改修工事をする時の問題点について確認し
ましたが、過去に実施した河川工事で温泉に影響を及ぼした
ことがありましたので、その内容について報告します。

 着工前の状況

　工事を中止して状況を確認し、夕方から夜にかけてお湯が噴
き出ている掘削箇所を、コンクリートで埋戻しを行いました。
埋戻し作業が終わるとまもなく、１つの岩風呂の湯面が回復し
てきました。19日の午前には、もう１つの岩風呂の湯面も回
復しました。

 完成後の状況

　しかし19日に、工事箇所の対岸にある別の源泉の温度
が下がってきていることが分かりました。
　その源泉は、日を追うごとに湯温が下がり、５２度あっ
た湯温が、最終的には３５度まで下がりました。そのた
め、ボイラーを設置したり、近隣の源泉からお湯を融通し
てもらったり、さまざまな策を検討しましたが、以前と同
じような源泉を確保することはできませんでした。
　この旅館は、源泉の湯温が低いため、営業が困難とな
り、やめることになりました。

専門家による調査
河床から湧き出た温泉

【昭和６３年撮影】

【Ｈ20年10月6日撮影】

【昭和６３年撮影】

　この調査と、さまざまな調査結果を
総合的に検討した上で、温泉に影響を与えずに河川改修が可能なのか検討します。
この内容については、報告会を開催して皆様にお知らせする予定です。

深
さ

０
．

５
ｍ

（湧出後コンクリート埋戻）

温泉が湧出

岩風呂

湯 面

岩盤掘削

湯面低下
当初計画
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問）これまでの洪水の時の状況はいかがでしたか？

●昭和57年の洪水の時は、川の水が一気に増水して、護岸がどん
　どん削られていきました。川側にあった玄関が徐々に削られて
　なくなっていって恐かったですね。川の轟音も凄かったですね。

●駐車場では、腰の高さまで水が上がりました。
　この時は、風呂場が半分くらい流されました。個人で許可を受
　けて、川に木の橋を架けていましたが、その橋も流されました。
　今の湯ノ原橋が工事中だったんですが、桁がやっと架かっただ
　けで、歩み板とロープしかなかったんです。木の橋が流された
　ため、これを使ってやっとの思いで避難しました。

●宿泊客を含めて３０人近くいましたが、消防団の方が大勢きて
　くださって、一人一人を背負って、歩み板の上を渡って反対の
　岸に逃げたんです。夜９時頃でした。昼だったら、濁流が恐く
　て渡れなかったと思いますよ。夜だったので渡れたと思います。
　けが人が出なくて本当によかったです。でもお客さんには、本
　当にご迷惑をおかけし、申し訳なかったです。
　翌朝、起きてから川を見たら、川の地形がまるっきり変わって
　いました。白っぽい石がゴロゴロしていましたね。

●赤倉地区の方々には炊き出しをしていただいたりして、本当に助かりました、感謝しています。
●復旧には半月ほどかかりました。その間、営業もできなくて、本当に大変でした。

最上町赤倉地内

赤倉で旅館を経営されているＳさんは、これまで何度も洪水被害
を受けました。過去の洪水の時の状況についてお聞きしました。

過去の洪水で被害を受けた方へのインタビュー

【用語解説コーナー】
○堰(せき)；流水の取水，分水または放流，塩害の防止等を目的として，流水をせき上げ，調節する
　　　　　ために河川を横断して造られる施設です。機能上からは，水位・流量を調節するゲート等
　　　　　の設備を有する可動堰と，有しない固定堰に分けられます。
　　　　　　良く聞く「頭首エ」とは農業土木部門での用語で，堰と同じ意味です。

ノジコ初冬の小国川

　スズメ目　ホオジロ科
の鳥です。
　日本には夏鳥として飛
来し、本州の中部以北で
繁殖します。冬は南方に
渡り、フィリピンや台
湾、中国南部で越冬する
と考えられています。
　山地の林にすみ、非繁
殖期には単独か小さな群
れでみられます。昆虫や
植物の種子などを餌にし
ています。

最上小国川流域では貴重な生物が確認されています。専門家のアドバ
イスを受け、環境に配慮しながら工事を進めていきます。

Ｈ６洪水状況 赤倉地内

Ｈ６洪水状況 赤倉地内
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岩盤
土砂

３）治水対策についての県の考え

○河床掘削により現在の水位を下げ
　ることや岩盤を掘削することは、
　源泉に対して著しい影響を与える
　恐れがあるためできません。

○赤倉地区の治水対策は、

　「穴あきダム」により、早期
　完成をめざします。

　　　バックナンバー
　創刊号・・・報告会のお知らせ
　第２号 ・・・Ｈ１９・Ｈ２０調査内容
　第３号 ・・・治水対策の手法
　第４号 ・・・河川改修
　第５号 ・・・温泉への影響

◆『最上小国川赤倉地区温泉影響調査報告会』を開催しました。

　これまで最上小国川の治水対策については、「河道改修」「放水路」「ダム」の案で検討してきま
した。この中の河道改修案について、県では過去の工事の経緯から、赤倉地区では河床は掘れないと
判断し、川幅を広げる方法で検討しました。しかし最近、河床を掘る治水計画もあるのではという意
見が出されてきました。このため、より丁寧な説明が必要と考え、温泉影響調査を実施しました。
　この調査方法と結果について、12月４日(木)午後７時から最上町中央公民館にて、最上小国川赤倉
地区温泉影響調査報告会を開催いたしました。当日は、約250名の方々に参加していただきました。
その時の報告内容について、お知らせいたします。

１）調査方法と結果
○電気探査
　左岸山側から河川に向かって、地中の浅い部分に温泉
　源があることがわかりました。
○振動による探査 ＋ 試掘調査（岩盤を目で確認）
　ゆけむり橋から赤倉橋付近にかけて岩盤が河床の浅い
　部分に分布していることがわかりました。
○河床岩盤からの温泉湧出状況調査
　川を締め切って排水し、河川の水位を下げたら、二つ
　の岩風呂で温泉の湧き出す量が減り、水位が低下しま
　した。また、川底では１０箇所から、全体で約２６０
　ℓ／分のお湯が湧き出ました。

２）専門家の意見（考察）
○仮に、河床の岩盤掘削を伴う工事をする場合は、掘削
　やそれに伴う振動で温泉水の湧き出す位置が変わった
　り、周辺岩盤にゆるみが発生するなどにより、現在の
　湧出機構の微妙なバランスを崩してしまう。
　その場合、河川水位を回復させても温泉水の湧出量が
　変化する可能性が高い。
○河川内の一部の水位を低下させただけでも源泉に対し
　て影響を与えることが明らかになり、河床の岩盤や砂
　礫等を掘削することは源泉に対して著しい影響を与え
　る恐れがある。

 報告会の詳しい状況は県のホームページをご覧下さい。

１２月４日報告会

岩風呂Ａ 岩風呂Ｂ

上流側調査箇所
下流側調査箇所

   岩風呂Ｂ 湧き出し口の水位

河川
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河川水位を下げると岩風呂水位も下がる

河川水位

岩風呂A 浴槽の水位
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　「河床岩盤からの湧出状況調査」については、地質や温泉関係の専門家から現地を調査いただい
た上で、温泉への影響を検討していただきました。検討いただいた専門家の方々は、山形大学山野
井教授・川邉教授、(財)中央温泉研究所高橋副所長の３名です。
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最上町赤倉地内

【用語解説コーナー】
○ダム
　　河川などの水を堰き止めて、水を貯める目的で建設される構造物のことです。
○治水安全度（ちすいあんぜんど）
　　治水計画における河川の安全の度合いをいい、１／１００（１００年に１回）とか、１／５０
　（５０年に１回）という確率で表します。

問）これまでの洪水の時の状況はいかがでしたか？

●昭和５６年でしたか、中庭の植木が流され、岩風呂は1．5
　メートルくらい水につかり、脱衣場も水につかりました。
　子供を背負ってやっとの思いで高いところへ逃げました。

●まだ、上の子が１歳の頃でしたが、川沿いの下の方の部屋で
　暮らしていましたので、洪水になったため、あわてて荷物を
　運んだ時、転んでおなかを打ったことがありました。
　実はその時、おなかに二人目がいたんです。子供に影響が出
　るといけないのでレントゲン撮影もできなくて、大丈夫なの
　か本当に心配しました。

●大きな増水があるたびに、岩風呂は水につかり、泥だらけに
　なるんです。平成18年、平成10年、昭和56年の時も岩風呂
　は泥だらけになりました。従業員総出で掃除をしますが、お
　風呂に入れるようにきれいにするのに、時間がかかるんです。

●自前でもポンプを購入して、流れ込んだ水をくみ上げていま
　す。

●これまでも、洪水では本当に何度も大変な思いをしています。
　少しでも早く安心して暮らせるようにして欲しいです。

赤倉で旅館を経営されているＡさんは、これまで何度も洪水被害
を受けました。過去の洪水の時の状況についてお聞きしました。

過去の洪水で被害を受けた方へのインタビュー

Ｈ６洪水状況 赤倉地内

【オオアカゲラ】
　キツツキ目キツツキ
科の鳥です。
　主に山地の落葉広葉
樹林などの原生林や自
然林を好んで生息しま
す。
　カミキリムシやクワ
ガタなど甲虫類の幼虫
を好んで食べます。食
べ物の少ない冬は、ナ
ナカマドやマユミ、地
面に落ちたホウノキの
実なども食べます。

最上小国川流域では貴重な生物が確認されています。専門家のアドバイ
スを受け、環境に配慮しながら工事を進めていきます。

平成１０年出水　赤倉地内

平成１０年出水　赤倉地内

　

新年明けましておめでとうございます。
　最上小国川の流域に暮らす皆様方が、少しでも早く安全で安心して暮らせ
るようにがんばってまいります。

さ い と う

　お 祭 灯
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〒９９６－０００２　山形県　新庄市 金沢 大道上 ２０３４

お問合せ先　　　　電話　0233-29-1407　

　　　　Ｅmail - ymogamikasen@pref.yamagata.jp

ダム完成予想図

下流の道路からダムをのぞむ

ダム位置

一般県道
最上小野田線

★最上小国川ダムの特徴
・赤倉地区の河川形状は、今と同じ状態です。
・河床とほぼ同じ高さの放流口を持つ「穴あき
　ダム」のため、水中の生態系を分断しないの
　で河川環境への影響は小さい。

○事業費；ダム事業費　　　　　　　約　７０億円
　　　　　赤倉地区以外の河道改修　約　６０億円
　　　　　総事業費　　　　　　　　約１３０億円
　　 （全てを河道改修で実施する場合　 約１６１億円 ）

 　ダ ム （＋河道改修）

　これまで、河川改修案についてご紹介しましたが、今
回はダム計画の内容についてご紹介します。
　赤倉地区上流にダムを計画していますが、下流部につ
いても部分的な河道改修が必要です。すべてを河道改修
で治水対策を実施する場合より規模は小さくなります。

○自然環境
　・大雨が降らない時は、水をためないことか
　　ら、水質や水温に影響はありません。
　・砂礫の流下や中小洪水は現在と同じく発生
　　し、濁りの収まりも大きな変化がないため、水産資源や河川の自然環境に対する影響は小さい。
　・周辺の動植物や猛禽類などを調査した結果、ダム計画地点は大きな影響はないと判断しています
　　が、専門家のアドバイスを受けながら実施します。

○社会環境
　　赤倉温泉街はそのままです。ダム計画地は集落か
　ら離れており、さらにダムは道路より下になるため、
　威圧感がなく、目立たないダムになります。

　■移転が必要な軒数　　　　　　な し
　■赤倉地区で安全性が
　　確保される時期　　　平成27年度完成予定

　最上小国川ダムでは、通常は水をためず、洪水の時だ
け水をためる「穴あきダム」を計画しています。
　河道内遊水池と呼ぶ場合もある「穴あきダム」は、水
をためるダムに比べ、河川環境に与える影響が極めて小
さいと言われています。

ダムは最上部が見えるだけ
で、ほとんど見えません。

平常時は、ダムがないときと同じように流れ
ます。このため土砂移動に対する影響はほと
んどありません。

穴あきダム

貯水池

穴あきダム

このような状態になるのは、大きな洪水が発生し
た時だけです。

・洪水時以外は通常の川の流れとなるため、ダ
　ム周辺の自然環境にも大きな影響はありませ
　ん。
・他の案に比べ、赤倉地区の洪水に対する安全
　性が最も早く確保できます。
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 第２号 ・・・Ｈ１９・Ｈ２０調査内容
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最上小国川ダム計画
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赤倉地点ダムなしピーク流量

335 m3/s

赤倉地点ダムありピーク流量120 m3/s

120m3/s

ダム地点で250m3/s
をためることで、
赤倉地点で220m3/s
の流量を減らしま
す。

赤倉地点ダムなしピーク流量
　340 m3/s

赤倉地点ダムありピーク流量

　　　　　　　　赤倉地点ダムなし流量

　　　　　　　　赤倉地点ダムあり流量

18 24 6 12 18 24

★ ダム計画

ダム計画位置

赤倉温泉

ダム計画位置は、赤倉温泉から
南東方向 約２ｋｍ上流です。

一般県道
最上小野田線

一級河川
最上小国川
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◆今回は、環境協議会を設立するとともに最上小国
　川におけるダム事業及び環境について、概要説明
　を行いました。
◇委員長に山形大学中島副学長（森林学・砂防学専
　門）が選ばれました。
◇議　事
　1)治水対策事業の概要、2)周辺環境の概要、
　3)今後の予定、について説明しました。

 　小国川の環境を守るため、最上小国川流域環境保全協議会
　（環境協議会）を発足しました

　１月20日(火)午後１時から、山形市の山形
県建設会館で、第１回最上小国川流域環境保
全協議会を開催しました。
　その内容とこれまでの環境調査の概要等に
ついてご紹介いたします。
　今後、検討の内容については、順次お知ら
せしていきます。

【最上小国川流域環境保全協議会の目的】
　最上小国川で工事の実施に伴う環境への
影響について、法律や条令に準じた調査・
予測・評価を行います。
　環境の保全に配慮した対策や計画につい
て、専門家や地元代表にはかりながら事業
を進めるために設置します。

○委員は、次のとおりです。（敬称略；五十音順です。）
　今井   正(欠) 山形北部希少ワシタカ研究会　会長
　梅田   信　   東北大学大学院工学研究科　准教授
　大場利秋　　最上小国川・観光簗｢川の駅；ヤナ茶屋もがみ」代表
　加藤   孝　　舟形町振興課　課長
　萱場祐一(欠) 独立行政法人土木研究所
　　　　　　　自然共生研究センター　センター長
　岸   善六　　最上町建設課　課長
　小林   仁　　最上町区長連絡協議会　会長
　柴田眞利　　赤倉温泉観光協会　会長
　高橋邦美　　舟形町連合町内会　会長
　中島勇喜　　山形大学　理事（副学長）
　原　慶明(欠) 山形大学理学部生物学科　教授
　横倉  明　 　日本蝶類学会　理事

◇委員から出された主な質問は次のとおりです。
　質問　今後の公表のあり方は？
　回答　公開を原則とします。
　　　　なお、重要種の情報や個人情報等については
　　　　公表しないこともあります。
　質問　漁協へは今後も委員会への参加を要請してい
　　　　くということでよろしいか。
　回答　今後もお願いしてまいります。

最上小国川ダムの環境影響評価の考え方について

◆環境影響の評価に関する基本的な考え方
　「環境影響評価法」及び「山形県環境影響評価条例」で
調査が必要となる基準は、ダム事業では貯水池面積が
75ha以上となるものが対象です。
　最上小国川ダムの貯水池面積は27haですので、環境影
響評価法及び県条例で定める対象面積以下のため、必ずし
も必要なものではありませんが、法律や条例に準じた調
査・予測・評価を実施します。

◆環境調査について
　大規模な事業を行う場合、工事をすることで
自然環境などに大きな影響を与えることがあり
ます。そこで、環境に及ぼす影響を予測・評価
し、環境を保全するための対策が必要になりま
す。
　事業を行う前の環境がどのような状況にある
かを調べるため、環境調査を行っています。

【環境協議会の委員について】
○委員は、森林・生物・河川環境などの専門家、地元代表、地元
　行政担当の12名です。今回は９名の出席でした。

○小国川漁業協同組合に委員の就任をお願いしていますが、まだ了
　解が得られていません。今後とも参加をお願いしていきます。

中島委員長

最上小国川ダム建設事業においては、環境に関する法律や条令に準じた検討を行うとともに、
環境協議会にはかり、環境に十分配慮しながら、事業を進めてまいります。
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BOD値の経年変化
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これまで行ってきた主な環境調査

水環境調査動物・植物調査

○調査箇所：４地点（保京橋下流、末沢川
　　　　　　合流点上流、月楯橋下流、
　　　　　　舟形橋）
○調査期間：平成10年度から毎年
○調査頻度：月１回、濁水発生時２回、
　　　　　　計14回／年
○調査項目：天候・気温・水温・濁度・
　　　　　　外観・透視度・臭気・pH・
　　　　　　BOD・COD・SS・DO・
　　　　　　大腸菌群数など

バック
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◇調査位置と規模

・最上町赤倉地区上流部
　　延長約3km、概ね500ha
・最上川合流点から赤倉地区上流部付近まで
　　延長約42km、概ね400ha

　動物・植物、水環境などについて、平成
10年度から環境調査を行ってきました。

◇BOD（生物化学的酸素要求量）
　　河川の有機汚濁を測る代表的な指標です。水中の有機物（汚染物質）などの量を、その酸化分解のために
　微生物が必要とする酸素の量を表したもので、数値が大きいほど水質は悪いと言えます。
　　BODが10mg/L以上になると、悪臭が発生する場合があります。

◇水環境については、４地点のｐＨ・ＢＯＤ・Ｃ
ＯＤ・ＳＳ・ＤＯ等、いずれも環境基準に適合し
ていました。
　舟形橋地点のＢＯＤ値は、環境基準の2mg/L
よりも小さく、近年は概ね１mg/L以下でした。
　下図の舟形橋以外の保京橋下流、末沢川合流点
上流、月楯橋下流地点でも、同様に基準値以下で
した。数値の上でもきれいな河川であることが分
かります。

【訂正とお詫び】「小国川だより第７号」の「最上小国川ダム計画」の「流量配分図」の中で絹出川合流点と明神川合流点
　　　　の間の流量の数値が　　　　　　　となっていましたが、　　　　　　の誤りでした。訂正して、お詫び申し上げます。[550]

370
[370]
550  創刊号・・・報告会のお知らせ

 第２号 ・・・Ｈ１９・Ｈ２０調査内容
 第３号 ・・・治水対策の手法
 第４号 ・・・河川改修案
 第５号 ・・・温泉への影響
 第６号 ・・・温泉影響調査報告会
 第７号 ・・・ダム計画

◆ 環 境 用 語 の 解 説 ◆

◇小国川流域を広く調査したところ、多種
　多様な動物・植物が確認されました。

◇環境に影響を及ぼさないよう事業を進めてまいります。

種　類 確認された種の数 重要種の数

植　物 129科805種 19科29種

哺乳類 12科  20種 ４科５種

10科17種
 (猛禽類以外)

２科11種
 (猛禽類)

爬虫類 ２科    ４種 な し 

両生類 ６科  12種 ３科４種

昆虫類 194科1,436種 ６科６種

魚　類 ９科  20種 ４科４種

底生動物 68科153種 ２科２種

付着藻類 16科  65種 な し

鳥　類 31科  83種

※ 底生動物とは、水中に住む貝・ﾐﾐｽﾞ・昆虫の幼虫などです。

動物・植物調査の結果 水環境調査の結果

調査年度 調査区分 調査実施項目

平成10年度 現地調査 植物、哺乳類、鳥類、
平成11年度 （陸域） 両生類、爬虫類、昆虫類

平成12年度 現地調査
平成13年度 （河川域）

平成14年度 猛禽類、魚類

平成15年度
猛禽類、植物、哺乳類、
昆虫類、付着藻類

平成16年度
猛禽類、哺乳類、両生類、
鳥類、魚類

平成17年度 猛禽類
平成18年度 猛禽類
平成19年度 猛禽類、鳥類、付着藻類
平成20年度 猛禽類、付着藻類

魚類、底生動物

現地調査
（陸域・河川
域の追加・
補足調査）



山形県 最上総合支庁 第９号

建設部　河川砂防課 平成21年3月25日～～ 小国川だより ～～
　ご愛読いただいております「小国川だより」
は、平成２０年６月７日に創刊号を発行して
以来、最上小国川のホットな話題を提供して
今回で９号になりました。

　最上小国川はどんな川なのか

　最上小国川は鮭川と並び山形県北部の最上川
水系の大きな支川です。流域は大部分が山地で、
昭和初期には水力発電所が建設されるなど、急
流で水量が豊富な河川です。さらに河川改修が
ほとんど手付かずの河川であったことから、豪
雨や台風に見舞われるときわめて高い確率で氾
濫を繰り返してきました。

　昭和34年から山形県を事業主体とした堤防整備や
河道掘削などの河川改修事業が行われてきましたが、
それでもなお、最上小国川の氾濫は後を絶ちませんで
した。
　特に、昭和49年8月の集中豪雨では、最上町で浸水
家屋339戸、全壊１戸、半壊２戸、浸水農地716ha、
総額14.6億円の被害がありました。

　今年度の最終号となる第９号は、皆様と一
緒に考えてきた「洪水から命と生活を守り、
安心して生活ができる地域づくり」の礎（い
しずえ）となる最上小国川の治水計画につい
てまとめましたので是非ご覧ください。

－１－

　流域に暮らしておられる県民の皆様の視点
から、地域の活性化につながる方策をわかり
やすい言葉で伝えることが大切と考え、また、
“最上は一つ”の観点から、最上地域の皆さ
んに情報を発信して参りました。

これまで最上小国川で実施してきた主な河川改修　（昭和34～平成16年度）

冬の松原

舟形町

最上町

尾花沢市

新庄市

H 13

局　改 ・・・局部改良事業
小規模・・・小規模河川改修事業
県単河川改修・・・県単独河川改修事業

最上川



　最上小国川の治水対策はなぜ必要か

　たび重なる洪水被害から命と生活を守るため、
河川改修事業を順次進めてきましたが、川沿い
に近接して旅館が建ち並ぶ赤倉地区の治水対策
は進まないまま現在のような状況となっていま
す。昭和52年から平成17年までの年降水量を
下に示します。

　図からもわかるように最上小国川流域に降る雨は、年
を追って増加しています。また、近年、地球温暖化など
によって局地的な大雨（ゲリラ豪雨）が多発する傾向に
あります。過去に何度も洪水被害を経験している下白川
地区や赤倉地区の方々にとって、命と生活を守り、釣り
人や一千年の歴史を持つ温泉地を訪れる観光客の安全を
確保する治水対策は、もっとも優先すべきことです。

　命と生活を洪水から守るにはどのような方法があるのか

　治水対策は一般的に　①遊水池、②河川改修（拡
幅、堤防嵩上げ、河床掘削）、③ダム、④放水路など
の手法を考えます。経済性や効果が期待できるまでの
時間などの詳細な資料については「小国川だより」第
４号、第７号及びパンフレットをご覧ください。

① 赤倉地区の上流には遊水池を設置できる広い場所
　がありません。
② 河川改修は川のすぐそばに旅館等の建物が建ち、
　河床掘削による温泉への影響が大きいことから、
　河川拡幅や堤防嵩上げを行うしかありません。
　しかし、いずれも大規模な移転を伴うことから、
　地区の方々に大きな負担をかけることとなり困難
　です。
③ 赤倉地区の上流２ｋｍにダムを計画すると、赤倉
　地区の河川状況を変えることはなく洪水調節が可
　能です。穴あき(流水型)ダムは河道内遊水池と呼
　ぶこともあります。
④ 放水路は赤倉地区の上流に水門を設置し洪水流量
　を迂回させる手法ですが、通常は水がない水路を
　一気に通水するため、安全性と河川環境上問題が
　あることと、急な増水時の水門の管理が困難です。

　このような理由からダムにより赤倉地区を洪水から
守り、赤倉地区下流の河川未改修部分については新た
に堤防を造ったり、川幅を広げたりすることで対応し
ようとするものです

－２－

最上小国川流域（向町）
年降水量の経年変化（S52～H17）
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向町…最上小国川流域を代表する雨量観測地点

S57.7　浸水被害2戸

S56.8　浸水被害11戸

S57.8　浸水被害38戸

S58.7　浸水被害8戸
H10.9 浸水被害18戸

H6.9 浸水被害6戸

H3.7　浸水被害2戸

S62.8 浸水被害3戸

H18.12　浸水被害8戸

H
1
8

（340m3/ｓ）

　50年に１回程度の確率の雨による洪水（340m3/ｓ）の時、
 洪水調節をしない場合の赤倉地区の状況（イメージ）

赤倉地区 洪水のない通常の場合



　　

平常時 洪水時

　流域に暮らす方々への説明と意見は

　最上小国川の治水対策における計画規模は、川
の重要度を考慮し、これまでの洪水被害の実態や
経済効果などを総合的に判断して定めるものとさ
れています。川の重要度は「一級河川のその他の
区間」に相当しますので対象降雨の超過確率は１
／50～１／100が標準とされています。また、
県で河川整備を進めてきた流域を参考に、計画規
模を１／50（50年に１回の確率で降る雨）とし
ました。なお、計画にあたっては、昭和33年から
平成16年の降雨資料を基に算定しています。
　降雨資料の確率解析、土地利用の実態に合わせ
た流出解析の結果での各地区の流量は右図のとお
りです。

　議論を重ねていただいた結果、平成18年5月に「最上川
水系流域委員会最上地区小委員会」から、「現制度の下で
は穴あきダム案によるほかない」との意見が「最上川水系
流域委員会」に報告されました。同委員会からは穴あきダ
ムの整備に当たっては、［環境への配慮］［住民への丁寧
な説明を行うこと］という意見をいただきました。
　それを受けて、最上小国川の治水対策は「穴あきダム＋
河道改修」により実施することを決定しました。

 「穴あき(流水型)ダム」とはどんなダム

　洪水調節のみを目的とするダムで、河床部に放流口を設けた構造となっています。平常時の流水は河床
部の放流口から全量流れ出ることから貯水池はできません。洪水時は下流に影響がない流量(無害流量)を
放流口で絞って放流しますので、この時だけ貯水池ができます。赤倉地区を安全に流せる水量は毎秒120
立方メートルです。ダム下流から赤倉まで(残流域)の区間に流れ込む水量は40立方メートルになるため、
ダムからの放流量は毎秒80立方メートルとしています。

 「穴あき(流水型)ダム」は環境への影響はどうなのか

第１回小委員会（平成１７年度）

－３－

　どれくらいの洪水から守れる計画なのか

① 小国川ダムを考える懇談会　(H13・14)　    　   　   ５回
② 地元説明会　(H15)　　　　　　　　　　     　　　　７回
③ 小国川漁協意見交換会(H13～16)              　　  　   ５回
④ 最上川水系流域委員会最上地区小委員会(H1７・１8)  ６回
⑤ 河川整備計画広聴会(H18)             　　　      　　　 １回
⑥ 最上川水系流域委員会(H18)　　　　　        　　　　２回

　河川整備計画を作成する時は、地域の意見が十分反映されたもの
とすることが法律で定められています。最上小国川の河川整備計画
は次のような委員会や説明会等で地域の意見を聞きながらつくりま
した。

　穴あきダムの洪水調節は人為的なゲート操作を行わず自
然に行われます。このような洪水調節は放流口の穴の大き
さと貯水位によって自然に定まるため、当ダムのように流
域面積が小さくて降った雨がすぐに流れ出てきて、ゲート
操作の時間的余裕がないところには最適です。

　現在、計画高水流量を満たしていない瀬見上流から赤倉橋までの14.0㎞区間は、
河道改修による治水対策を計画しています。

 [　  ] ：基本高水流量（ダムがない時の流量）

 裸 字 ：計画高水流量（ダムで調節した後の流量）
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50年に１回の確
率の雨の時、赤
倉橋地点では、
ダムがないと毎
秒340ｍ3の流量
ですが、ダムが
できると毎秒120
ｍ3になります。

50年に１回の確率の
雨の時、ダム地点で
は毎秒330ｍ3の流
量になります。

河道改修区間

　環境への影響として、①流下土砂の堆積、②水質
(冷温水放流、濁水の長期化、富栄養化)、③動植物
への影響が考えられます。
　「穴あきダム」は河床付近に放流口があるので、
川はダムがない場合と同じ状態になります。このた
め、貯水型のダムとちがい、穴あきダムは、ダムに
入ってくる水と出て行く水の温度差はありません。
洪水の時に貯水するのは短期間のため濁水の長期化
はなく、富栄養化についても生じません。また、通
常は自然に土砂が下流に流れます。

　穴あきダムでは、洪水の時、一時的に土砂が貯ま
りますが、貯水池の水位が下がる時、自然に土砂が
下流に流れます。この時の土砂の移動や濁水の発生
状況について、最近いろいろな研究が行われてきて
います。
　ダムサイトや貯水池周辺に生息する動植物への影
響については、今後、穴あきダムについての新たな
研究結果などを参考にしていきます。また、モニタ
リング調査を実施し「最上小国川流域環境保全協議
会」(H21.1.20設置)で学識者の意見を伺いながら環
境保全に努めてまいります。



 発 行　：　山形県 最上総合支庁 建設部 河川砂防課 最上小国川ダム建設室
　　　　　　　〒９９６－０００２　山形県　新庄市 金沢 大道上 ２０３４
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　「穴あき（流水型）ダム」に課題はないのか

　「穴あきダム」の効果を充分に発揮するために
はいくつかの課題があります。最大の課題は、上
流から流れてくる流木や岩によって放流口がふさ
がり流れが遮断され、洪水調節ができなくなるの
ではないかという懸念です。比較的新しい考えに
基づくダムのタイプであることから関係機関にお
いて「穴あきダム」に関する様々な課題について
技術的検討を行っていますが、基本的には克服で
きない課題ではないと考えています。

　放流口の形の工夫や、放流口がふさがらないよ
うにスクリーンの設置を検討します。また、ダム
計画地の上流100ｍ付近に高さ約10ｍの既設砂
防ダムがあり、その施設を活かして流木や岩をと
める施設の設置も検討したいと考えています。出
水のない時は水がたまりませんので、管理用の道
路を用い貯水池に下りて定期的に管理することも
できます。

　治水対策についていろいろな意見があります

① 洪水の時、ダムに湛水した濁水が洪水終了後に流
れ出すことによって川の濁りが長期化し、アユとえ
さである藻に影響はないのか。

【県の考え方】平成１０年から環境調査を実施し、
現況の把握を行っています。環境面においては最大
限の配慮を行うため、「最上小国川流域環境保全協
議会」を平成２０年度に設置しました。
　また、穴あきダムの完成事例が少ないため、先進
例のレン滝ダム（岩手県雫石町）において洪水時の
土砂の堆積状況や、水質について本県が調査を行っ
ています。洪水時の数値シミュレーションを行った
結果、濁水は洪水後に長期化することはありません
でした。
　藻類については、新しい藻が更新できるためには
出水により藻類が剥がされることが必要なことがわ
かりました。穴あきダムは、ダムなしの場合とほと
んど変わらずに小規模の洪水が発生するため、藻類
に与える影響は少ないと考えています。

② 赤倉地区の河道を掘削したり、今の護岸をかさ
上げすることで治水対策が可能ではないか。

【県の考え】赤倉地区の河道を掘削できるかどう
かについては、平成２０年度に地質・温泉の専門
家三人の指導をいただきながら「赤倉地区温泉影
響調査」を実施しました。物理探査と現地の表面
に見える河床岩盤の目視調査をおこなったとこ
ろ、河床岩盤から直接温泉が湧き出ていることを
確認しました。さらに、河川水位を下げただけで
すぐそばの岩風呂の湯量が大きく減りました。
　そのことから、河床掘削により現在の河川水位
を下げることや、岩盤を掘削することは温泉に対
して回復が不可能な影響を与える恐れがあるた
め、困難です。
　また、実際には難しいのですが水位を維持しな
がら河床の岩盤や既設の護岸に影響がないように
河床の土砂を取ることができたとした場合、最大
流せる流量は毎秒１８０立方メートルと計算され
ました。
　これは、基本高
水流量毎秒３４０
立方メートルの
５３％にあたりま
す。改めてダムに
よる治水しかない
ことが明らかにな
りました。

 これまで治水対策に関していろいろな意見をいただいてきました。主なものは以下のとおりです。

　最上小国川の治水対策はどのように進めていくのか

　これからも、あらゆる機会をとらえて、流域の住民の方々に理解を深
めていただくよう説明に努めてまいります。
　安全で安心した生活を確保することは、地域の活性化の礎であること
から、地域の大多数の方々が望んでいる穴あきダムによる治水対策を鋭
意進めてまいります。

【バックナンバー】
 創刊号・・・Ｈ１９調査結果の報告
　　　　　　　会のお知らせ
 第２号 ・・・環境調査について
 第３号 ・・・治水対策の方法
 第４号 ・・・河川改修案
 第５号 ・・・温泉への影響
 第６号 ・・・温泉影響調査報告会
 第７号 ・・・ダム計画について
 第８号 ・・・環境保全協議会

穴あき（流水型）ダムでは小規模洪水の回数は、ダ
ムのない時とほとんど同じです。

－４－

河床から湧き出た温泉

※　小規模洪水とは、小石が移動する程度の流量で
　（　）書きの流量です。

岩盤 土砂

（毎秒10m3）

（毎秒40m3）

（毎秒60m3）

  小規模洪水発生回数  .

穴あきダム地点（流量）



第10号

平成２１年４月２２日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

第２回 最上小国川流域 環境保全協議会 開催
小国川の環境を守るためのご意見をいただきました

　３月2４日(火)午後１
時半から、最上総合支庁
５階講堂で、第２回最上
小国川流域環境保全協議
会を開催しました。
　今回は、１０名の委員
にご出席いただき、委員
の皆様から、さまざま
な、貴重なご意見をいた
だきました。

　今後、環境を保全する
ための対策に反映させて
いくよう検討してまいり
ます。
　第10号では、その状
況等についてご紹介いた
します。

【協議内容】
１）第１回環境協議会の指摘事項
　　とその対応について
　小国川だより第８号でご紹介し
　ましたが、第１回の協議会で、
　いただいたご意見ご質問とその
　対応について説明しました。

２）環境の調査結果について
　　①大気環境
　　　（大気質・騒音・振動）
　　②水環境（水質）
　　③動物・植物・生態系
　　④景観・人と自然との触れ合い活動の場
　以上の４項目について、これまで10年に渡って調査して
　きた内容をご説明しました。

●次のようなご意見ご質問がありました。
○赤倉町内で「工事中に車が通ったときの振動が心配だ」
　との意見がある。調査をしっかりして、対策等も取っ
　てもらいたい。
○ワタナベカレハ（蛾）は情報不足の種であり、希少種
　として扱うか、議論がある。
○ゲンジボタルは、減少傾向が確認されているが、珍し
　い種ではない。
○11種類の猛禽類のうちダム事業による環境影響対象と
　して注目するのは、クマタカ・オオタカ・ハイタカ・
　ハチクマ・サシバの５種類でよい。他の種は、渡りま
　たは一時的な生息の確認と考えられる。
○オオタカは生息地が確認されているが、ダム事業実施
　区域から離れているため、影響は小さいと思われる。

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

ワタナベカレハ

ハチクマ
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【バックナンバー】
 創刊号・・・報告会のお知らせ
 第２号 ・・・Ｈ１９・Ｈ２０調査内容
 第３号 ・・・治水対策の手法
 第４号 ・・・河川改修案
 第５号 ・・・温泉への影響

 第６号 ・・・温泉影響調査報告会
 第７号 ・・・ダム計画
 第８号 ・・・環境保全協議会
 第９号 ・・・治水計画のまとめ

平成21年度の事業内容について

　平成21年度の設計・調査は、次の内容を
予定しています。

◎設計・検討
　本体実施設計（施設設計；詳細数量計算）
　施工計画・施工設備設計
　水理模型実験
◎環境調査
　モニタリング調査
　水質シミュレーション計画
　重要種保全策検討業務
◎補償調査
◎水文調査
　流量観測・水質観測・雨量観測

◎ダムの実施設計には、安定解析を行い、ダムの構造寸
　法などを決める「配置設計」と工事発注に必要となる
　細部の設計と詳細な数量などを計算する「施設設計」
　があります。平成20年度には「配置設計」を行いま
　した。平成21年度は「施設設計」を行います。
　また、どのような方法で施工するかを計画し、それに
　必要な様々な設備等を設計する「施工計画・施工設備
　設計」も行います。
　ダムの洪水吐（ダムから水が流れ出るところ）の構造
　を決める上では、水理模型実験を行って、適切な構造
　を決めますが、今年度はこの実験も行います。
◎環境保全のための様々な調査を実施します。
◎用地を買収するための測量・調査を実施します。
◎最上小国川の基礎データとなる水質や流量を観測しま
　す。

●次のようなご意見をいただきました。
○食草であるウスバサイシンが確認されているため、
　ヒメギフチョウの調査を行う必要がある。
○同一区域に複数種の猛禽類の巣が
　あるが、一般にはこれらが共存す
　ることはありえないので、現在あ
　る巣が実際に使用しているものか、
　過去のものか整理すべきである。
○付着藻類は、上位５種の優占種を
　目標として整理するとよい。
○調査結果から、どのような予測を
　行うのか、シナリオが必要である。
○この委員会・調査の工程表を提示
　してほしい。

クマタカ

【「環境調査結果へのご意見ご質問」の続き 】

○ハイタカ・ハチクマ・サシバは営巣実績があるが、
　近年確認されていないこと、ダム事業実施区域から
　営巣場所が遠いこと等から、影響は小さいと考えら
　れる。
○クマタカについては、今後、ダム事業による影響を
　検討する上での情報として、調査を行う必要がある。
○シダ植物で、北限が鳥海山系となる種があるが、こ
　の種に配慮した調査結果の整理が必要と思われる。
　シダ植物について、専門家にリストの確認を願って
　はどうか。
○洪水後期に生じる土砂流下による付着藻類への影響
　を把握するため、濁水中の有機物量・無機物量やそ
　の状態を把握することが重要である。

◎委員の方々から、多くの貴重なご意見ご提案をいただきました。今後、さらに調査・検討
　を重ね、最上小国川流域の環境を守るための方策を実施していきます。

３）今後の環境調査計画について
　平成２１年度の環境調査は、①大気環境、②水環境、
　③動物植物環境、などの調査を行う予定です。

オオニガナ



第１１号

平成２１年６月１０日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

第３回 最上小国川流域 環境保全協議会を 開催しました

　５月26日(火)午前10時から、
最上町赤倉温泉において、第３回
最上小国川流域環境保全協議会を
開催しました。
　初めに、今年度の調査予定等に
ついて説明し、ご意見をいただき
ました。その後、最上小国川の状
況をダム予定地から、下流の富長
橋まで調査していただきました。
　今回の協議会には萱場委員が欠
席されましたが、12名の委員の
うち11名にご出席いただきまし
た。
　第11号ではその概要について
ご紹介いたします。

ヒメギフチョウの調査を行いました

　第２回環境協議会において、専門家から「ヒメギ
フチョウ」の調査を指導いただきました。これを受
け、生息調査を実施しました。
　ヒメギフチョウの食草は、ウスバサイシンとカタ
クリの花であることから、羽化する時期の４月下旬
から５月上旬の調査が必要でした。その時期に現地
調査を実施しましたが、ヒメギフチョウは見つかり
ませんでした。

２．協議内容
１）第２回環境協議会指導事項の調査報告
　・ヒメギフチョウの調査結果について
　・猛禽類について
　・植物（藻類）について
　・その他について
２）これからの環境調査計画について
　・猛禽類調査
　・付着藻類調査
３）これからの協議会の進め方について
　・今後の協議会の開催予定と協議内容

３．現地調査
　現地調査は、下記のルートで行い
ました。
　①ダムサイト予定地
　②赤倉温泉（ゆけむり橋下流川原）
　③保養センター最上（屋上）
　④白山橋
　⑤舟形町一の関～十二河原付近
　⑥富長橋

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

１．委嘱状交付
　本年度の人事異動によって、舟形町振興課渡辺
晴美課長と、舟形町連合町内会の伊藤準悦会長に
委嘱状が手渡され、新委員に就任されました。

 環境保全協議会は、最上小国川の豊かな環境を守るための方策を検討します。

 委員の方々からのご意見や指導内容の詳細は、次号でお知らせいたします

舟形町 十二河原最上町 保養センターもがみ



　治水対策は緊急の課題であることは地域共通の理解の
下、①河道改修単独案、②放水路案、③穴あき型ダム案
に対して議論を重ね4項目に意見をまとめた。

（１）治水の目標
　計画対象降雨１/５０年確率
　流量は赤倉温泉地点で３４０㎥/秒　とする。

（２）治水の手法
　○赤倉地区の治水効果発現までの期間
　○アユ等動植物の生息環境への影響
　○経済性
　○河道と温泉水脈との関連
　○景観・親水性
　○内水対策の必要性
　の観点から議論した結果。
　現制度の下では穴あき型ダム案に依るほかない
　と考えられる。

（３）環境への配慮
　穴あき型ダム整備は動植物の生息生育環境に影響がな
いとは言えない。特にアユへの影響評価のためには、整
備前の早い時期から整備後まで河川全域のモニタリング
調査を実施検討しつつ、影響を緩和し問題を解消する対
策を用意しておくことが必要である。その際は、専門家
による調査に加えて関連団体および住民も参加したモニ
タリング活動が重要である。

（４）その他
　ダムによらない治水の意見を持つ方々に対しは、今後
とも説明を重ね理解を得ることが重要。
　最上小国川の整備に当たっては、地域の活性化や一般
市民が親水活動に利用する場の維持形成とともにダム堤
体の景観に配慮することにより、赤倉温泉の振興につな
げる。
　教育の現場や地域において、災害の歴史や取り組みの
経緯、豊かな自然の状況を子供たちに知らせることが望
まれる。
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最上小国川の治水計画策定にご尽力いただいた

 小委員会座長 大久保山大教授 からメッセージをいただきました
　この度、最上小国川の治水計画に深く関わって
いただいた、山形大学農学部の大久保博教授から
メッセージをいただきましたのでご紹介します。

【小委員会の意見】（平成１８年５月）

　大久保教授には、最上川水系流域委員会の最上
地区小委員会において、座長を務めていただきま
した。この小委員会でとりまとめていただいた意
見の要旨は以下の通りです。

第１回小委員会開催状況（平成１８年１月）

 バックナンバーは県HPからダウンロードできます。
 アドレスは下記のとおりです。

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo/
news/news/7314074ogunigawa_news.html

 ～未来の子供たちに誇りと安心・安全な生活
 　　　　　　および豊かな自然を残すために～

【大久保教授からのメッセージ】(平成21年６月)

①小委員会を振り返って
・地元が割れるようなことは好ましくなく、将来
　の地域の子どもたちに誇れるようなことをすべ
　き、という意見が多かった。

・多数の意見だけでなく、少数の意見にも予断な
　く耳を傾けることが大切であると感じた。

・小国川をめぐる様々な将来像について、皆が参
　加して、話をすることが必要であると感じた。

・河道改修における現制度の限界や活用について
　十分な説明が必要であると思う。

②最上小国川治水対策について
・河道改修については、低水敷のところを触らな
　いで、高水敷のところを広げればいい。

・アユ簗の統合や設置方法については、改善の余
　地があり、検討が必要であると思う。

・環境に配慮した技術的工夫の余地はあると思う
　ので、広く議論されることが望ましい。
　

③今後の進め方について
・意見が相矛盾するところは、技術的な改良によ
　って解決するしかない。
　より多くの方が満足いくようにするには、意見
　を言ってもらって、技術的な改良点・工夫点を
　見出し、手当をするというのが一番いい。

・藻類への影響については，石表面の堆積物を取
　って、その微粒径の無機成分の量や藻類の種類
　や成長状況を調べておくとよい。

・ダム予定地すぐ上流の砂防ダムは、流木止めと
　して利用を検討するとのことだが、現状の河川
　環境を改善するため水がたまりにくい砂防ダム
　に改良することは効果があると思う。

・行政は，ダム集水域周辺だけでなく小国川全体
　の河川環境の保全や再生等に力を入れていると
　流域の方に感じてもらえる方向に進めることが
　大切であるし、人々の生活を守りつつ、新たな
　地域振興の基盤整備という多面的価値にも配慮
　すべきであると思う。

第３回小委員会開催状況（平成１８年２月）



第１２号

平成２１年７月２２日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

最上小国川の環境を守るため、最大限環境に配慮した対策を行います

　５月26日(火)に
開催した第３回最
上小国川流域環境
保全協議会のくわ
しい内容について、
ご報告いたします。

ヒメギフチョウの調査では、どんなことが分かったのか

　第２回環境保全協議会での指導に基づき、ヒメギフチョ
ウの調査を実施しました。
　ヒメギフチョウの幼虫は、ウスバサイシンという植物の
葉を食べます。成虫はカタクリの花の蜜を吸い、ウスバサ
イシンの葉に卵を産み付けます。
　おもに、この二つが揃った場所で生息できます。これま
での調査で、ウスバサイシンが自生していることが分かっ
たため、専門家から羽化する前の時期の調査を指導されま
した。

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

ウスバサイシン（葉） ウスバサイシン（花）

カタクリ

「保養センターもがみ」の屋上から最上小国川の上流側を見た景色

　クマタカや藻類、
昆虫類などについ
て、さまざまなご
意見ご指導をいた
だきました。

　今年の４月23日～25日、５月２日の４日間、現地を調
査したところ、ウスバサイシンは５カ所、カタクリは９カ
所で見つかりました。
　その中の３カ所では、同じ場所に両方とも見つかりまし
たが、ヒメギフチョウの卵は見つかりませんでした。
　これからも、ヒメギフチョウに注意しながら、環境調査
をしていきます。

　当日は、現地調
査も行いました。
左の写真は、その
時に撮影したもの
です。
　向町方面全体が
見渡せ、とても素
晴らしい景色でし
た。

（注）ヒメギフチョウは見つかりませんでした
ので、他で撮影された写真を、ご紹介します。

 ヒメギフチョウ



●第２回環境保全協議会では、猛禽類について次の
　ようなご指導をいただいています。

○11種類の猛禽類のうちダム事業による環境影響
　対象として注目するのは、クマタカ・オオタカ・
　ハイタカ・ハチクマ・サシバの5種類でよい。他
　の種は、渡りまたは一時的な生息の確認と考えら
　れる。

○オオタカ・ハイタカ・
　ハチクマ・サシバは営
　巣実績があるが、近年
　確認されていないこと、
　営巣場所が遠いこと等
　から影響は小さいと考
　えられる。
　今後、ダム事業による
　影響を検討するため、
　クマタカを重点的に調
　査する必要がある。
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【現地調査ルート】
　①ダムサイト
　②赤倉温泉
　③保養センターもがみ
　④白山橋
　⑤舟形町一の関～
　　　　　十二河原付近
　⑥富長橋

第３回環境保全協議会では、どんなご意見をいただいたのか

◎委員の方々から、多くの貴重なご意見ご提案をいただきました。今後さらに調査・
　検討を重ね、最上小国川流域の環境を守るための方策を実施していきます。

クマタカ 幼鳥

①ダム予定地

②赤倉温泉

【第２回環境保全協議会から】

⑥富長橋

●第３回最上小国川流域環境保全協議会では、次
　のようなご意見ご指導をいただきました。

○クマタカは事業地に近いペアに注意が必要であ
　る。巣外育雛期に林内踏査を行うと良い。
　巣立ちは７月末から８月半ばくらいなので、８
　月末に巣外育雛期の林内踏査が必要である。
（事務局：ご意見を参考に調査時期を追加したい）

○今後の予定では第５回環境保全協議会で環境影
　響検討結果報告「既往検討結果の見直し」とあ
　るが、ダムによる影響を把握するため、どうい
　う方針で進めていくかが大切である。第５回以
　降も濁水・モニタリングしながら見ていっても
　らいたい。
（事務局：今年の調査結果を元に、ご意見をいた
　　　　　だき、検討していきたい）

○藻類調査については、基本的な調査項目として
　はよい。時期としては藻類が増える５月に定期
　調査がほしいが、可能であればお願いしたい。
（事務局：今年は時期が過ぎたので来年度対応で
　　　　　できるか検討していきたい）

○ヒメギフチョウの調査は、十分な調査をしたと
　認められる。結果として成虫は確認できなかっ
　たがウスバサイシンとカタクリの生息が可能な
　環境は確認できた。将来、飛来して卵を生んで
　生息する可能性がある。
　ただ、今回のような渓谷地より里山環境が適し
　ている。杉林の中の日が差すところが良いが、
　管理されず暗くなった杉林地には少ない。

現 地 調 査 の 状 況 あちらに、高さ10ｍの砂防ダムが
見えますが、ダムの予定地はそこか
ら約100ｍ下流のここの位置になり
ます。
　ダムの高さは41ｍですが、ダム
予定地は、深さ約40ｍの谷になっ
ています。
　ダムは、皆さんが立っている場所
から上に出るのではなく、深い谷に
スポッとはまる形で下にできます。

　赤倉温泉では、河床から
お湯が湧き出ていることを
確認しました。水位を下げ
ただけで温泉に影響が出た
ことを説明しました。

　専門家の方に、川の状況
や藻が生えている状況を確
認していただきました。

クマタカ

最上町富澤地内で撮影

最上町富澤地内で撮影
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第１３号

平成２１年９月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、分かりやすく正確にお知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

最上小国川流域の環境を守る活動をされている地域の方々をご紹介します

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

 ● 夕涼みをしながら川を眺められるように、地
　区の公園を憩いの場所にできたらと思っていま
　す。昔はホタルがいっぱいいたんですが、今は
　いなくなりました。また、ホタルが飛び交うよ
　うになるといいですね。

　県内各地に、河川のゴミ
拾いや草刈り、花植えなど
の活動されている団体があ
りますが、最上小国川流域
で活動をされている方々を
ご紹介します。

　今回は、最上町向町地区
の「向町八区会」の活動を
ご紹介します。
　会では、向町の東側を流
れる絹出川の河川環境を守
る活動をしています。
　代表の山口宏さんに詳し
い活動内容について話をお
聞きしました。

 ● 草刈り、花植え、桜の管理などが主な活動
　内容ですが、年に８回ほど実施し、１回当た
　り40名程度参加しています。４月にゴミ拾い、
　５月は花植え、その後は草刈りと木や花の管
　理などを行っています。

 ● 平成10年に、向町八区会ができました。
　新しくできた地区だったため、いろんな車が
　よく出入りして、ゴミなどを捨てられたこと
　もありました。
　  町内や周辺に雑草が生えていると、ゴミも
　捨てられやすいので、草刈りが必要だという
　意見が出されました。これらの意見が、草刈
　りや花植え、桜の植樹など、町内の美化活動
　につながっていきました。平成14年には河川
　アダプト団体として認定を受けて、活動して
　います。

河川アダプト団体「向町八区会」

【河川アダプト団体とは】
　地域(町内会など)・学校・企業などを単位とする任意団体
です。県が管理する河川・海岸・砂防区域を対象に、住民と
行政がパートナーとして共に河川・海岸管理を行います。
　認定団体は、活動に対して助成金の交付が受けられるほ
か、団体名称が入った看板の設置などの支援を受けることが
できます。 また、最上総合支庁では、刈払機の無料貸出を
行っています。

 ● 絹出川は、昔は深みもあって子供が遊ぶのに
　とてもよい川でした。最近はきれいな場所がな
　くなり、寂しい気がします。多くの子供たちに
　釣りや魚突きなどをして、もっと川で遊んでも
　らいたいと思っています。

「向町八区会」活動状況
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今年おこなっている環境調査で、どんなことが分かったのか

●猛禽類調査
　クマタカについては、第３回環境保全協議
会で、もし繁殖していた場合には８月に営巣
地の林内踏査を追加したほうが良いとの助言
を専門家よりいただいておりました。６、７
月に調査を行い、その行動や状況について、
専門家に確認していただいたところ、今年は
繁殖を行っていないと判断されました。

●藻類調査
　藻類は、最上小国川とその支川の計５箇所
で７月から１０月まで毎月１回調査していま
す。川の中で藻のついた石から、一定の面積
の藻類を採取し、種類ごとにその重さを量り
ます。
　確認された主な藻類は、藍藻類、珪藻類、
緑藻類でした。その中でもっとも多かったの
は、アユが好んで食べるといわれている藍藻
類でした。

●底生動物調査
　底生動物の調査は、最上小国川とその支川の
計６箇所で、６月に実施しました。調査の結
果、カゲロウ、トビケラやトンボの幼虫などの
底生動物が地点ごとに約４０～８０種確認され
ました。

●水質シミュレーション
　ダム上流には、洪水時には、一時的に水が貯
まりますが、この時、下流の水質はどのように
変化するかを解析します。
　この結果を基に、専門家のご意見をいただき
ながら、検討していきます。

◇底生動物(ていせいどうぶつ)とは
　湖底などの水底や泥中で生活する水生生物で
す。主にカゲロウやトビケラなどの水生昆虫
類、エビ・カニなどの甲殻類、モノアラガイや
カワニナといった貝類などが挙げられます。

モノアラガイ

藻類調査状況

底生動物調査状況

　最上小国川ダムでは、専門家のご意見を基に、最大限、
　環境に配慮した方策を進めてまいります

平成２１年８月 最上小国川にて 撮影

平成２１年６月 最上小国川にて 撮影

【はみあと】石に生えた
藻をアユが食べたあと

県議会の建設常任委員会の方々から現地を視察していただきました

　７月31日(金)の午後１時半から、山形県議会
の建設常任委員会の委員の皆様から現地を視察
していただきました。
　はじめに、赤倉地区の最上小国川で、河床か
ら温泉が湧いていることを確認いただき、その
後ダム予定地をご覧いただきました。視察中の
主な質問は次のとおりでした。

問】洪水時に流木や土砂などでダムの穴が詰ま
　ることがないのか。
答】穴の大きさから、土砂による閉塞の心配は
　ありませんが、流木などについては上流側に
　スクリーンの設置を検討しています。

問】赤倉地区の河川は掘削するとどういう状況
　になるのか。
答】旅館の温泉に、著しい影響が出る恐れがあ
　ります。現在の地形で、温泉の安定性を保っ
　ています。

ダム予定地

赤倉温泉地内



第１４号

平成２１年１０月２１日発行小 国 川 だ よ り
流域の皆様に最上小国川治水対策について、わかりやすく正確にお知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

　吉村知事は、９月29日(火)の午後、最上小国川の赤倉温泉地区と、ダム建設予定地を視察しました。
　赤倉地区では、温泉街にある虹の橋の上で、これまでの洪水の状況について、映像や写真で説明を
受けたあと、川底から湧き出ている温泉に直接手を触れて確認しました。その後、ダム建設予定地で、
ダム計画や環境への配慮について、説明を受けました。また、報道機関から質問に対して、吉村知事
は次のように述べ、改めてダム事業を進める考え
を示しました。

最上小国川流域の環境を守る活動をされている地元の方々をご紹介します

 ● 会を立ち上げるきっかけについてですが、以前か
　ら、富山の桜並木のようなものをどこかにできない
　ものかと思っていたんです。
　　平成16年、川崎市の方から最上町に千本の桜の
　苗木の寄付があったので、明神川に植えたらいいと
　いう意見が出ました。地元でも何人かが賛同してく
　れたので、明神川に桜を植えることになったんです。
　　その後、県の河川アダプト団体の話を聞いて、こ
　れを機会に立ち上げることになりました。

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

 ● 都会にいる孫たちは、川遊びをすると真剣
　に魚類を観察するんです。子どもたちに遊ん
　でもらえるような場所になるといいですね。

最上町明神地区の学校林

　県内各地に、河川のゴミ拾いや清掃、草
刈りや花植えなどの活動されている団体
（河川アダプト団体）がありますが、最上
小国川流域で活動されている方々をご紹介
させていただきます。

　今回ご紹介しますのは「明神川桜を育て
る会」です。会では明神川の河川環境を守
る活動をしています。代表の岸享(きしとお
る)さんに詳しい状況をお聞きしました。

「明神川桜を育てる会」

吉村知事が、最上小国川ダムの現地を視察しました

【吉村知事の発言】
◎現地で濁流の時の映像を見せてもらい、改めて地
　元の皆さんがおっかない思いをされてるんだなと
　実感しました。
◎一番大切なことは、住民の方々の安全と安心です。
◎環境については、アユに影響のないように配慮し
　てまいりたい。
◎穴あきダムが望ましいと思います。
◎(国に対して)ぜひ現地を見ていただき、地域の実
　情から、必要なものは必要だと訴えていきたい。

 ● 具体的な活動としては、春はゴミ拾い、その後草
　刈りを数回、さらに木の消毒、秋には木の雪囲いを
　しています。年間５、６回程度の活動をしています。
　　明神地区集落全戸の２２戸が構成メンバーとなっ
　て活動しています。

川から湧き出たお湯
に触れる吉村知事

虹の橋で説明を
受ける吉村知事

 ● また、最近では、子どもたちが主体となっ
　て、学校林の中にログハウスを建てる活動
　もしています。



堤
　 体
　　  下
　　 　  流
　　 　　   面

堤
体
上
流
面

常用洪水吐
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常用洪水吐
堤体上流 穴の部分
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　ダム堤体の設計にあたっては、形や寸法が決
まると計算値どおりに、安全に放流できること
を確認するため、水理模型実験をおこないます。
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【実験結果】
　実験により流量を計測した結果、計算による
洪水吐の寸法では、洪水時に計算より水が多く
流れることがわかりました。具体的には、計算
値より実験の方が約３％多く流れました。
　このため、常用洪水吐の大きさについて、変
更するかどうか、検討することになりました。

上
流
側

下
流
側

ダム堤体の断面図

流水方向

堤体

抽出模型実験（常用洪水吐）箇所

洪水時

減勢工
（堤体下流部）堤体

　下流面

　今回は、２つの実験のうち常用洪水吐の「抽
出模型実験」についてお知らせします。

　次回は、全体模型実験について、
　お知らせいたします。

　常用洪水吐（右図参考）については、流せる
量は、公式によって算出していますが、実際に
模型実験をしてみると、地形などさまざまな条
件で、流量が微妙にちがうことがあります。

　水理模型実験では、「全体模型実験」と「抽
出（ちゅうしゅつ）模型実験」をおこないました。
「全体模型実験」は、ダムの下流部からダム
の上流部まで、現地の地形を含めた模型をつく
り、水を流して調べました。
「抽出模型実験」は、常用洪水吐（右図参考）
を抜き出して、常用洪水吐が流せる量などを調
べる実験をおこないました。

常用洪水吐
高さ

【常用洪水吐（じょうようこうずいばき）】とは
　洪水の流入に対し、洪水調節に用いる放流設備
　のことです。

水理模型実験を実施しました・・・どのようなことを調べるのか

常用洪水吐横幅

【抽出模型実験】
　今回は、各寸法が割りきれる数字になるよう
に１／１２．５の模型をつくりました。
　内部の水の流れがよく見えるように透明なア
クリル板を使っています。
　高水槽には２万リットルの水が貯められます。
そこから常用洪水吐に、写真のように水を流し
てみると、内部での状況がよくわかりました。
　実験では、貯水位と放流量の関係を計測した
りダムへのさまざまな影響について調べました。
　

高水槽
（２万ﾘｯﾄﾙ）

給水管

常用洪水吐の模型

抽出模型（常用洪水吐）
実験施設の全景

1/12.5模型

堤
  体
    下
      流
        面

流水
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第１５号

平成２１年１１月２５日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

●以前の川は、子どもたちを遊ばせるには、邪魔
　なゴミや木が多かったんですが、今ではきれい
　になったので、親も安心して子どもたちの川遊
　びを見ていられます。子どもたちには川遊びを
　楽しんでもらいたいと思います。

最上小国川流域の環境を守る活動をされている地元の方々をご紹介します

●以前、最上白川の法田橋付近は、ゴミ捨て場にされ、
　もの凄いゴミの山でした。平成４年に、地区の有志
　が集まり、何とかしようという話が持ち上がり、ゴ
　ミを撤去し、桜を植えることになりました。建設会
　社の方からも協力してもらってゴミを片づけました。

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　最上小国川流域で、河川アダプト
団体として河川の美化活動をされて
いる「野頭親桜会」をご紹介します。
　「野頭親桜会」は最上白川の河川
環境を守る活動をしています。代表
の加藤正明さんに詳しい状況をお聞
きしました。

「野頭親桜会(のがしら しんろうかい) 」

平成１６年４月２５日；加藤淳一氏撮影

●主な活動としては、年４回、草刈り、ゴミ拾
　い、植樹などをおこなっています。６月は、
　地区の子どもたちも活動に参加しています。
　昨年と今年、河川アシスト企業として活動し
　ている新庄砕石工業所さんと葛麓運輸建設さ
　んに協力してもらい、大きな石などを撤去し
　て、整地し、さらにきれいになりました。
　会の活動の結果、春には花見、６月に運動会、
　秋には芋煮会を、毎年河原でおこなうように
　なりました。

●上流の地区に、先人が植えた桜があります。あ
　と１ｋｍくらい植えると、上流とつながります。
　これからも桜を植え続けて、いつか、桜回廊を
　作ってみんなに楽しんでもらいたいですね。

春雪の権現山と満開の桜 〔最上町野頭〕

●現在では50本以上の桜が育ち、春には見事な桜が見
　られるようになり、ゴミも捨てられなくなりました。
　会員は36名になり、地区の若い人たちも大勢参加し、
　年代を超えた交流が盛んになっています。

 「野頭親桜会」の皆さんが育てた桜

「野頭親桜会」の皆さん

植樹状況

代表の加藤さん

【河川アシスト企業とは】
　河川アダプト団体を支援す
る目的で活動する、企業を単
位とする団体です。
　アダプト団体の活動だけで
は達成しにくい支障木の除去
など、重機などの使用に特化
した活動を行います。



【実験結果】
①非常用洪水吐：実験により、計画した流量を流
　　すためには延長を２メートル長く設計する必
　　要があることが分かりました。
②導流壁：水のせきあげの高さが確認でき、適切
　　な壁の高さを設定することができました。
③減勢工：底や副ダムの高さを変えて、いくつか
　　のパターンで実験したところ、減勢工の長さ
　　を数メートル程度短くすることができ、より
　　経済的に造れることが分かりました。
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　ダムの設計にあたっては、形や寸法が決まると、計画どおりに安全に
放流できることを確認するため、水理模型実験をおこないます。
　前号では、河床の高さにある常用洪水吐の流せる量を確認するための
抽出模型実験をご覧いただきました。今回は、全体模型実験について、
ご説明します。
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【全体模型実験】
　今回は、各寸法が割りきれる数字になるように１／31.25の全体模
型をつくりました。
　堤体の模型と、ダム下流側150メートル区間と上流側200メートル
区間の現地地形も模型にし、模型延長は10数メートルになりました。

●全体模型実験では、主に次のことを調べます。

【① 非常用洪水吐(ひじょうよう こうずいばき)】
　ダムでは、想定した流量を大きく超えるような時で
も、堤体の安全を確保できるようにするため、堤体の
上部に非常用洪水吐を設置します。この非常用洪水吐
が計画通りに流せるかを調べます。

【② 導流壁(どうりゅうへき)】
　非常用洪水吐から水が流れ落ちる時、水が周辺に飛
び散らないで下流側に導くための導流壁を設置します
が、この壁の適切な高さを実験により求めます。

【③ 減勢工(げんせいこう)】
　洪水吐を超えた水は、勢い
が強いため、そのままでは下
流の河道が掘れたりします。
このため、堤体の下流側には、
水の勢いを押さえるための副
ダムを設けた減勢工を設置し
ます。この減勢工が確実に水
の勢いを押さえられるかどう
かを確認します。

水理模型実験の全体模型実験では、何が分かったのか

吉村知事が、直接国土交通省にダム事業の推進を訴えました。

　吉村知事は、10月28日、国土交通省の馬淵副大臣を訪ね、
県内のダム事業の着実な推進を直接訴えました。

　知事は、これまで「最上小国川ダムの平成21年度事業につい
ては、計画どおり事業を進めたい。平成22年度については、国
の方針を注視し、引き続き、国にダムの必要性を説明し、訴え
てまいります。」とコメントしています。

全体模型

ダム下流部

ダム堤体 ダム
上流部
貯水池

減勢工

下
流
側

堤
体
側

水の流れる方向

副ダム

③減勢工 ： 短くできる

　
 

堤体

②導流壁断面図

導
流
壁

壁の部分を透明なアクリル板
にして、水の高さを確認

②導流壁
　せきあげ高確認

①非常用洪水吐 ： 長くする必要あり

導流壁

【非常用洪水吐】
柱の間の部分



第１６号

平成２１年１２月２２日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

●藻類調査は、最上小国川と支
　川で藻類の種類や更新状況を
　調べました。川の中５箇所の
　早瀬、平瀬で、藻類が付いて
　いるこぶし大の石礫に５×５
　ｃｍの四角の枠をあてがいブ
　ラシでけずり採ります。
　けずり採ったものから、藻類
　の種数、総細胞数などを確認
　しました。この中で総細胞数
　の結果が裏のページの図です。

第４回最上小国川流域環境保全協議会を開催しました

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　11月10日(火)午後２時から、
山形県建設会館において、第４
回最上小国川流域環境保全協議
会を開催しました。
　今年度調査の中間報告と環境
影響予測の考え方等について、
ご検討をいただきました。今回
の協議会には12名の委員全員に
ご出席いただきました。
　第16号ではその内容の一部に
ついてご紹介いたします。

 環境保全協議会は、最上小国川の豊かな環境を守るための方策を検討します

●第４回環境保全協議会では、右の内容について
　説明し、各委員から活発な意見をいただきまし
　た。

藻類調査

【指導事項】
① 猛禽類調査は５種（クマタカ、ハチクマ、オオ
　タカ、ハイタカ、サシバ）に絞って行うこと。
② 猛禽類は平成20年度に巣立った幼鳥と平成21
　年の行動圏の解析をしてほしい。

③ 藻類が最も繁殖する春先５月頃の定期調査があ
　ったほうがよい。
④ ダムによる影響の把握方法や検討の方針が必要
　である。また第５回以降も濁水モニタリングを
　継続し、環境影響を検討してほしい。

１）第３回協議会における指導事項と対応
２）今年度の環境調査状況について（中間報告）
３）環境影響予測の考え方について
４）流水型ダムの先行事例紹介

【対応】
① ５種を調査対象として今後も調査をおこないた
　い。
② 行動圏などについて解析を行う。ただし、H21
　年は確認例数が少ないため、過去７年の確認に
　もとづき、構造を解析したい。
③ 来年度の融雪終了直後（５月連休前後）に調査
　を行うことを検討したい。
④ 今後も濁水モニタリングを継続し、環境影響を
　検討したい。

１）第３回(前回)協議会における指導事項と対応

２）今年度の環境調査状況について（中間報告）

猛禽類(もうきんるい)の調査について

●猛禽類調査は、専門家の指導を基にクマタカ、ハ
　チクマ、オオタカ、ハイタカ、サシバの５種を調
　査しました。
　この中でクマタカ以外は、ダム予定地周辺での営
　巣は確認されていません。これまでの調査でクマ
　タカが周辺での営巣・繁殖が確認されているため、
　詳細な調査はクマタカを中心におこないました。
●第３回協議会の時、専門家から６～７月の調査で
　クマタカの繁殖が確認された場合、８月にも調査
　を行うよう指導いただきましたが、６～７月調査
　で繁殖が確認されなかったため、事前打合せの結
　果、８月調査は不要と指導いただきました。

藻類(そうるい)の調査について

●この結果から、出水があると藻類は減り、１週間程
　度で復元することがわかりました。
　これまで、藻類の更新について、出水によって石に
　付いた古くなった藻がはがれると、また新たな藻が
　生えてきて、更新されるということを説明してきま
　したが、最上小国川でも、説明とおりの現象が起こ
　っていることがわかりました。



【藻類調査のまとめ(中間報告)】

① 出水による、はがれと更新が確認できました。
　

② 最上小国川では、藍藻類のホモエオスリックス・
　バリアンス(藻の学名)が最も多く生育しています。
　特に、良質なアユが採れるといわれている長沢橋
　下流地域では、この種が多く生育しています。

③ アユのはみあとが多い区間では、砂が混じってい
　ないことがわかりました。

 発 行　：　山形県 最上総合支庁 建設部 河川砂防課
　　　　　　　 最上小国川ダム建設室　　佐藤・高橋
　　　　　　　〒９９６－０００２
　　　　　　　山形県新庄市金沢字大道上 ２０３４
お問合せ先　　 電話　0233-29-1407
　　　　　　　　Ｅmail - ymogamikasen@pref.yamagata.jp

 

バックナンバーは県HPからダウンロードできます。
 アドレスは下記のとおりです。

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo/
news/news/7314074ogunigawa_news.html

小国川だより第13号で紹介した「向町八区会」に感謝状が贈呈されました

はみあと調査

【意見・指導事項】
① 付着藻類とアユの「はみあと」の調査としては、最大の努力をし
　たと言える。出水による攪乱(かくらん)とアユのはみあととの関係
　などについて最終的なまとめは、もう少しデータを集めて、論理的
　に説明した方がよい。
② 上流と下流の藻類の優占種が違っている点について、要因を調べ
　る必要がある。このため、各地点の流速と濁りの状況について調べ
　たほうが良い。また、ダムができたときの変化を整理してほしい。
③ クマタカの末沢個体は確認されているのか？
　各個体毎に再整理が必要である。

●11月26日(木)午後２時半から、県庁にて、「平成
　21年度山形県県土づくり感謝状」の贈呈式がおこ
　なわれました。
　県内で、河川の美化運動や道路の美化運動など、長
　年にわたる活動をされ、著しい功績のあった方々に
　対して、贈られたものです。
　最上管内では、「向町八区会」を含む、２団体２個
　人が選ばれました。

●贈呈式には、「向町八区会」代表の山口宏さんが出
　席され、知事からの感謝状が贈呈されました。
　おめでとうございます。今後のますますのご活躍を
　お祈りいたします。
　

「はみあと」とは、
アユが石に生えた藻
を食べた時、石に付
いた跡(あと)のこと
です。

藻類調査データ

【回答・対応】
① さらにデータを集めて解析
　した上で、まとめをおこな
　いたい。
　
② 各地点の流速と濁りなどに
　ついて、まとめたい。

③ 末沢個体は今年は確認され
　ていない。個体毎に再整理
　をおこないたい。

環境調査（中間報告）についての委員からの意見・指導事項と対応
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　出水時に古い藻がはがれ、１週間後の調査で、新
しい藻に生え替わっていることが確認されました。

次回は「３）環境影響予測の考え方」と「４）流水型ダムの先行事例紹介」
について、ご紹介いたします

感謝状を受ける山口宏代表

長沢橋下流早瀬

長沢橋下流平瀬

末沢川合流点早瀬

末沢川合流点平瀬

明神川早瀬

明神川平瀬

下白川橋早瀬

下白川橋平瀬



第１７号

平成２２年１月２０日発行小 国 川 だ よ り
流域の皆様に最上小国川治水対策について、わかりやすく正確にお知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

冠水頻度
の変化

水質・水温
の変化

一時的な貯水池
の出現

ダム堤体・道路
などによる
直接的改変

改変部周辺
の変化

河床材
の変化

ダムができる前 ダム完成後

【図－１】　事業にともなう環境の区分

第４回最上小国川流域環境保全協議会の内容をお知らせします

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　前号では、第４回環境保全協議会の内容のうち、
「１）第３回協議会における指導事項と対応」と
「２）今年度の環境調査状況（中間報告）」につ
いて、ご説明いたしました。

　　今回は「３）環境影響予測の考え方」と「４）
流水型ダムの先行事例紹介」についてお知らせい
たします。

 ● 動物は1,708種が確認され、そのうち重要種
　は65種でした。
　また、植物は896種が確認され、そのうち重要
　種は30種でした。

 ● 次に、それぞれの重要な種が生息している場
　所と、事業により改変する場所との関係を確認
　します。
　具体的には、その動植物が生息するための周辺
　環境（図の青枠部分）にどれだけ影響が出るか
　ということと、その動植物が生息する場所その
　もの（図の赤枠部分）が、どれだけなくなるか
　という割合で考えます。

３）環境影響予測の考え方について

 ● 環境調査の結果から、環境省のレッドリスト、
　「レッドデータブックやまがた」などを参考に、
　重要な種を選びます。次に、ダム建設に伴う様
　々な環境影響を予測・評価します。その評価結
　果を基に、保全が必要かどうかを検討します。

　12月25日に、国土交通省からダム事業
の検証対象箇所が発表され、最上小国川ダ
ムは検証対象のダムとなりました。
　知事は28日の記者会見で「これまで、
流域住民の安全・安心の確保のためには穴
あきダムが必要だということを、機会ある
ごとに主張してきた。今般、検証の対象に
区分されたことは、誠に遺憾である。」と
述べた上で、この検証を行う考えであるこ
とを示しました。

最上小国川ダムは、
検証対象となりました

　今回、事業の検証対象となったのは、11
月までにダム本体工事の契約を行っていな
い箇所などで全国136事業のうち89事業
が対象となりました。
　検証については、凍結を意味するもので
はありません。国は「今後の治水対策のあ
り方に関する有識者会議」を開催し、今年
夏頃に新たな基準を示す予定です。この基
準に沿って、検証を行ってまいります。

県はこれからも、流域住民の安全・安心を確保するため、
揺るぎなく治水対策を推進してまいります。

新年あけましておめでとうございます

国直轄 水機構 道府県 合計

全体事業箇所 45 8 83 136

検証対象箇所 26 5 58 89

継  続  箇  所 19 3 25 47

※「水機構」とは、独立行政法人 水資源機構のことです。

　ダム事業箇所数一覧　

雪の瀬見温泉
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　　　　確認地点の消失率が小さい　　→ 影 響 小  → 対策不要
　　　　かつ　生息環境の改変率が小さい

　　　　ＡもしくはＣの領域以外　　　→ 影響検討 → 生態から判断
　　　　（消失率・改変率の一方が大きい）
　
　　　　確認地点の消失率が大きい　　→ 影 響 大  → 保全が必要か
　　　　かつ　生息環境の改変率が大きい　 　　　　　検討

Ｃ

Ｂ

Ａ

★ 環境影響予測の考え方について、説明した結果、この方法で進めること
 になりました。

保全対策事例の紹介

① 工事時期の配慮
　クマタカなどの産卵前や育雛期の最も敏感になる
　期間では、大型工事機械の使用自粛や、騒音の小
　さい工法・機械を使用するなどの配慮をおこなう。

　他でおこなった保全対策の事例を紹介しました。
　最上小国川ダムでは、このような事例も参考にし
　ながら、今後、具体的な対策を決めていきます。

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

生
息
環
境
の
改
変
率

確認地点の消失率

【図－２】 工事に伴う影響検討

◎図のＡ「影響大」と判断される場合は、必要に応じて対策を検討します。
◎Ｂの場合は、それぞれの生物を個別に検討して、影響の大小を判断します。
◎Ｃについては、影響が小さいため、対策を講じる必要がないと判断します。

② コンディショニング（馴化）の実施
　段階的に機械を稼動したり、徐々に工事規模を
　拡大するなどして、建設環境に慣れさせて影響
　を小さくする方法でおこなう。
③ 両生類の人工産卵池などの整備
④ 効率的・効果的なモニタリング手法の検討

４）流水型ダムの先行事例紹介

 ● 流水型ダムは、以前から農地防災用のダムで実施例
　があります。岩手県雫石町にあるレン滝ダムは、この
　タイプのダムです。
　協議会では、レン滝ダムについて紹介しました。レン
　滝ダムの規模は、右のとおりで、最上小
　国川ダムと同じような規模です。

 ● ８月28日にレン滝ダムの現地調査を
　行いました。その際、梅田委員も調査に
　参加されましたので、調査結果について、
　次のような感想を述べていただきました。

レン滝ダム；下流側

 ● レン滝ダムの「出水時調査」と「付着藻類調査」も行いました。
　この結果を基に、最上小国川ダム完成後の河床材料（砂利など）の変化
　予測、出水時の水質の変化予測をおこないます。また、藻類の比較検証
　のための基礎データとします。

【梅田委員】(東北大学大学院工学研究科[専門分野；環境水理学]准教授)
　　ダムができた後、下流部の河床の状態が変化するというような影響と
　いう点ではだいぶ小さいという印象を持ちました。
　　ダムのすぐ上流部や、流れのわきの部分には、土砂や砂が少したまっ
　ているところもありましたが、流れの中は砂などがなく、レキ(小石)が
　出ていました。出水時の影響についてもう少し検討していく必要がある
　のかなという印象を持ちました。

 ● 貯留型のダムがある場合、下流河川は細かい砂などが少なくなる（粗
　粒化）ことがあります。レン滝ダムは、完成後40年以上が経ちました
　が、下流河川では、このような状況はみられませんでした。

【確認地点の消失率】とは、
　 動植物が生息生育している
　 場所が、失われる割合。
【生息環境の改変率】とは、
　 動物などの餌場や行動範囲
　 となる場所が、変わってし
　 まう割合。

レン滝ダム調査状況

レン滝ダム調査状況

　動植物への影響が大きいか小さいかについては、それぞれの専門家に
ご意見を伺って、最終的な評価をしていきます。

レ ン 滝 ダ ム 最 上 小 国 川 ダ ム

ダ ム 高  3 7 .7  ｍ  4 1 .0  ｍ

ダ ム 長 1 7 0 .0  ｍ 1 4 3 .0  ｍ

完 　 成 昭 和 4 3 年 －

ダム上流側

ダム下流 500m

ダ
ム

レン滝ダム；上流側

洪水時に水が貯まる場所



第１８号

平成２２年２月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

 ●  川の駅「ヤナ茶屋もがみ」を立ち上げる時、きっといろんな方がいらっ
　しゃるだろうと思いました。その方々にきれいな川をお見せしたいと思い、
　会を立ち上げました。私は、ヤナ組合の一員でもありますので、ヤナ組合
　の他の方たちに、一緒にゴミ拾いをすることを提案しました。もともとゴ
　ミ拾いをすることを条件に、年間を通じてヤナを設置していますが、皆さ
　んが賛同してくれて、６つのヤナ組合が一緒に活動しています。ここを訪
　れた皆さんに、よい景観を提供し、心地よく休んでもらいたいですね。

 ●  雨が降ったりして、ゴミが流れ着くたびにゴミ上げをしています。ヤナ
　組合の年間の活動は10回以上にもなります。昨年は、全体で14トンもの
　ゴミを処理しました。また、ゴミ上げの他に、みんなで協力して、草刈り
　や支障木の伐採も行っています。

 ●  私は、小さい頃から、川遊びが好きで、カジカ、イワナ、ヤマメ、アユ
　などいろいろ捕まえました。だから、子どもたちにも川遊びのおもしろさ
　を知って欲しいですね。娘が小学校２年の時から、20年ほどアユを放流
　しました。魚のいっぱいいる川にしたいですね。

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　県内各地に、河川のゴミ
拾いや草刈り、花植えなど
の活動されている団体があ
りますが、最上小国川流域
で活動をされている方々を
ご紹介します。

　今回は、最上町大堀地区
の「川の駅周辺の景観を守
る会」の活動をご紹介しま
す。
　会では、最上小国川の川
の駅周辺の河川環境を守る
活動をしています。
　代表の大場利秋さんに詳
しい活動内容について話を
お聞きしました。

ヤナ組合の皆さん

代表の大場利秋さん

河川アダプト団体「川の駅周辺の景観を守る会」

清掃後

川の駅のヤナ

清掃前

最上小国川ダム建設予定地の100ｍ上流にある砂防ダム（高さ10ｍ；昭和３９年完成）

　最上小国川の風景

アユ捕りを楽しむ子供



 ● 洪水吐には、普段は少しの土砂がとどまってい
　ますが、詰まることはないということが、実験
　で確認できました。

 発 行　：　山形県 最上総合支庁 建設部 河川砂防課
　　　　　　　 最上小国川ダム建設室　　佐藤・高橋
　　　　　　　〒９９６－０００２
　　　　　　　山形県新庄市金沢字大道上 ２０３４
お問合せ先　　 電話　0233-29-1407
　　　　　　　　Ｅmail -  【前画面を参考にして下さい。】

 

バックナンバーは県HPからダウンロードできます。
 アドレスは下記のとおりです。

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo/
news/news/7314074ogunigawa_news.html

 ● 穴あき(流水型)ダムの場合、川底に洪水吐があることから、
　土砂をダムで止めることなく、下流に流せるという特徴があ
　ります。今年度実施した水理模型実験では、土砂や流木が、
　どのように流れるかについても、実験を行いました。
 ● 最上小国川ダムでは、洪水吐(幅1.7ｍ×高さ1.6ｍ)がふさ
　がる心配のないよう、図のような大きなスクリーン(幅4.7ｍ
　×高さ11ｍ)を設置します。スクリーンは、下から洪水吐の
　ある高さまでは40×40ｃｍの間隔で、それより上の部分は
　幅20×高34ｃｍの間隔で設置します。
　また、洪水吐の高さは、入口部分では1.6ｍですが、中に入
　ると4.2～5.6ｍと広くなっています。

穴あき(流水型)ダムでは、土砂と流木は
どのような動きをするのか？

流木の動きについて

 ● 径10、20、30ｃｍ程度の流木について、
　模型と同じ縮尺で作った木の棒を各600本、
　計1800本用意し、上流側の貯水池に入れて、
　水を流してみました。
【実験結果】
 ◎ スクリーンを通過したのは、1800本のうち３本だけ
　でした。洪水吐が流木で詰まることはありませんでした。
　また、流木がスクリーンいっぱいに張り付いた状態で水
　が流れる量を調べたところ、右表のように、放流量の減
　少はわずかでした。

水位が低い 水位が高い

上流面の図 右岸側からみた図

コ
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　 スクリーン構造図 　．
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 ● 今回は実験でしたので、1800本も流してみましたが、
　実際はこれほど貯まる前に処理しますので、影響はさら
　に小さくなります。

構造を工夫した結果、洪水吐が土砂や流木で詰まることはありませんでした

【ダム位置での河川流量について】
　約20m3/sの流量は、年数回程度発生します。
　春の雪解け時の流量は、10m3/s程度です。

小規模な出水で土砂が
流れて底版が見える

流量が少なくなると、少し
土砂がとどまる

ダム下流 減勢工の土砂状況

洪水吐

ダム上流側の流木の状況

流木の影響による流量の変化（１洪水吐当たり）
貯 水 位
(EL m ) 流 木 な し 流 木 滞 留 時
281.8 16 .7 16 .6 0 .1
285 .5 22 .1 22 .0 0 .1
290 .2 27 .6 27 .5 0 .1
293 .3 30 .7 30 .4 0 .3
298 .4 35 .2 34 .6 0 .6
303 .4 39 .1 38 .4 0 .7
308 .0 42 .3 41 .5 0 .8

放 流 量 (m 3/s) 差

（m
3
/s）

各流量での洪水吐内にとどまる土砂の高さ（減水時）

4
.2

～
5
.6

ｍ

1
.6

ｍ

(流量)

(洪水吐)
( ～45m3/s )

土砂の動きについて

 ● 土砂の動きを調べるために、前もって現地で、川
　の中の土砂を調べました。細かい粒から大きな石ま
　でその大きさごとの割合を調べました。
　このデータを基に、模型の縮尺に合わせた土砂を作
　り、これを模型に流してみて、流量を多くしたり、
　少なくした時の土砂の動きを見ました。
　実験は、縮尺1/31.25の全体模型で行いました。
【実験結果】
 ◎ 洪水吐が土砂で詰まることはありませんでした。
　流量の少ない時は、洪水吐の中には少しの土砂が
　とどまります。しかし、ある程度の規模の出水の
　時、洪水吐内の土砂は流れ出ます。流量が少なく
　なると、また土砂が少しとどまります。
　右図の実験結果のとおり、河川流量21～45m3/s
　の時、洪水吐内に土砂はありませんが、流量15
　m3/sの時は、土砂が少しとどまっているのが分
　かります。



第１９号

平成２２年３月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最上小国川ダム説明会を開催します

　県では、最上小国川流域について、工事に伴う
環境への影響に最大限配慮した対策や計画をおこ
なうため、平成21年1月20日に「最上小国川流
域環境保全協議会を設立し、これまで、４回の協
議会を開催しています。

　　 今月の19日(金)午後１時半から、第５回最上
小国川流域環境保全協議会を、最上総合支庁で開
催しました。

　最上小国川ダムについては、これまでも多くの
機会を捉え、説明を重ねてまいりましたが、さら
に、より多くの県民の皆様に、ご理解いただきた
いと考えております。
　このため、改めてこれまでの経緯や洪水の状況
などについて説明し、その必要性を広くお知らせ
するため、最上小国川ダムの説明会を下記のとお
り開催いたします。

【新庄会場】
　日　　時　平成22年3月27日(土)午後１時～
　場　　所　新庄市民プラザ　１階大ホール
　収容人数　３００名程度
　　　　　　申込不要

　今回は、新庄会場と山形会場の２会場で、県民
の皆様にご説明させていただきます。

　既に、ポスター・新聞等でお知らせしています
が、土曜日と日曜日の午後に設定させていただき
ましたので多くの方にご参加いただきますよう、
ご案内申し上げます。

【山形会場】
　日　　時　平成22年3月28日(日)午後１時～
　場　　所　山形ビッグウイング　４階会議室
　収容人数　２００名程度
　　　　　　申込不要

最上小国川ダムのパネル展を開催しています
　３月１日から31日まで、県庁１階ロビーの県政
発信ギャラリーにて、最上小国川ダムの治水対策
についてのパネル展示を開催しています。
　また、３月23日から４月16日まで、最上総合
支庁１階ロビーでもパネル展を開催しています。
　これまでの災害の発生状況や、地元の方々との
懇談会の開催状況、治水対策の決定状況、そして
実際に被害に遭われた方へのインタビューなど、
県民の皆様に広くお知らせするため、開催してい
ます。

　今回の内容は、貴重な動植物への影響の大小を
判断するものです。また、今回専門家から何らか
の対応が必要と判断していただいた動植物につい
ては、今後、具体的な対策を検討していくことと
なります。
　その対策についても、専門家のご意見を参考に
決めていきたいと考えています。
　なお、その詳細な内容については、次回以降に
お知らせしてまいります。

羽
前
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駅

山形ビッグウィング

国
道
1
3
号

大野目内表線

山
形
山
寺
線山

形
天
童
線

大野目
交差点

山形北ＩＣ

山形自動車道

中野長町線

市役所

〒

国
道
1
3
号

新庄市民プラザ
新
庄
駅

第５回最上小国川流域環境保全協議会を開催しました

県庁１階ロビー　県政発信ギャラリー
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　最上小国川ダムは、今後、国で設置した有
識者会議が示す新基準で検証することになり
ます。

　 　このような状況を踏まえ、最上小国川流域
の活性化とその礎となる治水対策を、地域づ
くりに繋がる観光、環境、農水及び防災の視
点から、総合的に検討します。

 観光 ； 地域観光、温泉資源の
　　　 活用等の視点

 環境 ； 河川環境保全、動植物
　　　 保護等の視点

 農水 ； 農林水産業の振興等の
　　　 視点

 防災 ； 治水、災害予防等の
　　　 視点

流
域
の
治
水
と
活
性
化
を

総
合
的
に
検
討

 観光部会

 環境部会

 農水部会

 防災部会

「最上小国川流域
の治水と活性化
を考える懇談会」

《委　員》
副知事

学識経験者
地域代表者
県関係者

最
上
の
地
域
づ
く
り
団
体

連携

　県は、最上小国川流域における治水と活性化を検討するための「最上小国川流域の治水と活性化
を考える懇談会」を設立します。

１．目　的

２．検討内容（各部会について）

３．組　織

４．スケジュール

５．第１回懇談会開催日程

　第１回「最上小国川流域の治水と活性化を考え
る懇談会」の開催日程は、下記のとおりです。

　日　時　　平成22年3月29日（月）
　　　　　　13:30 ～ 15:00
　場　所　　山形県庁　２階講堂

　国土交通省が開催する「今後の治水のあり
方に関する有識者会議」においては、平成22
年夏頃に中間とりまとめを行い、検証の新基
準が出されます。これを受けて、県では「地
域の視点」を踏まえた検証を行います。

「最上小国川流域の治水と活性化を考える懇談会」を設置

平成22年度

平成21年度

３月末

夏頃

３月 第３回懇談会
とりまとめ

第１回懇談会 第1回部会設
立

第２回懇談会
地域の視点

第3回部会

第2回部会

最上小国川ダム
「新基準」と

「地域の視点」
で検証

県民への広報
(地元報告会等)

地域づくり・活性化に反映

平成23年度



第２０号

平成２２年４月２１日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

第５回最上小国川流域環境保全協議会を開催しました

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　３月19日(金)午後１時半から、最上総合
支庁５階講堂において、第５回最上小国川
流域環境保全協議会を開催しました。
　今年度調査結果の報告と動植物への影響
予測について、ご検討をいただきました。
今回の協議会には11名の委員にご出席いた
だきました。
　第20号ではその概要についてご紹介いた
します。

環境保全協議会は、最上小国川の豊か
な環境を守るための方策を検討します

   ◇第５回環境保全協議会では、左記の
　【協議項目】について説明し、各委員
　から活発な意見をいただきました。

【主な指導事項】
① 出水による攪乱とアユのはみあとについて、
　データの蓄積による理論的な説明が必要である。
② アユの餌資源としての質の差の原因を追求する
　ため、流速と濁りの調査が必要である。
③ 湛水時後半の濁りについて、課題を整理するこ
　と。
④ 工事中に想定される課題と対応を具体的に提示
　して欲しい。
⑤ 生息が確認されたマグソクワガタと、確認でき
　なかったヒメギフチョウについても、継続調査
　が望まれる。

【対応】
① 調査を継続し、専門家の意見をいただきながら
　まとめていきたい。
② これまで調査した流速と濁りのデータを確認し
　た上で、関連性を確認していきたい。
③ これらの課題について、検討し整理していきた
　い。
④ 今後も検討し、提示したい。

⑤ 継続調査を検討する。

１）第４回(前回)協議会における指導事項と対応

２）今年度の環境調査状況について

猛禽類(もうきんるい)の調査について 藻類(そうるい)の調査について

　前回の第４回環境保全協議会では、７月までの調
査結果の中間報告を行ったため、今回は、その後、
３月までに行った調査結果を報告しました。
　クマタカＡペアは、交尾行動が見られ、繁殖の可
能性が出ています。クマタカＣ個体は、巣作りに見
られる枝折り行動が確認されましたが、ペアとして
は、確認できていません。

　藻類の調査結果についても、前回報告以降の調査
結果を報告しました。
　１０月に出水があったことで、これまでと同様に、
石についた藻がはがれて、新しい藻に更新されてい
ることが確認されました。
　また、前回報告しましたが、既にできている流水
型ダムとして、レン滝ダムについても調査した結果、
最上小国川と同様に、藻の更新が行われていること
が、明確に確認されました。

●専門家の意見
・クマタカＡペアは、営巣場所により保全対策の必
　要性、その方法を検討する必要がある。
・クマタカＣ個体は、ペアの可能性が高い。
　ダム事業による繁殖への影響はないと考えられる
　が、行動圏への軽微な影響は考えられる。
・オオタカについては、営巣場所はダムから離れた
　場所であり、工事による影響は考えられない。
・ハイタカは、春以降の指標行動で営巣地を確認す
　る必要がある。
〔事務局：今後もモニタリング調査を継続する。〕

●専門家の意見
・珪藻と藍藻の存在形態や適温などの一般的生態の
　違いに留意して検討・考察する必要がある。今後
　の検討に有意な基本データになるものであり、デ
　ータの継続性を尊重して、今後も調査を継続して
　ほしい。
〔事務局：一般的生態に留意して、検討・調査を継
　続する。〕

【協議項目】
１）第４回協議会における指導事項と対応
２）今年度の環境調査状況について
３）環境影響予測の考え方について
４）アユの生息にかかる環境影響予測の考
　　え方について
５）今後の調査・評価方法について
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最上小国川ダム説明会を開催しました

「最上小国川流域の治水と活性化を
考える懇談会」を開催しました

３）環境影響予測の考え方について

４）アユの生息にかかる環境影響予測の考え方について

５）今後の調査・評価方法について

　前回の第４回環境保全協議会で検討して、決めて
いただきました環境影響予測の方法と、専門家の方
々のアドバイスにより、動植物の重要種等への影響
を判定しました。

　動物では、重要種は109種が想定されていました
が、環境の変化に伴う影響が大きいと判断されたの
は、１種で、専門家の方から、環境変化による影響
は少ないものの、配慮した方がよいとアドバイスし
ていただいたものが４種ありました。
　また、植物の重要種は84種が想定されてましたが、
環境の変化に伴う影響が大きいと判断されたのは、
2種でした。

●専門家の意見
・ヒメギフチョウは、ダム周辺に生息環境があるの
　で、調査を継続して欲しい。
・マグソクワガタについては、湛水域外に生息して
　いる個体数が重要である。また、卵は数十～百個
　単位で産むため、回復力は強く、試験湛水後に回
　復する可能性は高い。
・ワタナベカレハについては、情報不足種であり、
　その分布・生態には不明な点が多い。近年、最上
　地区で多数の生息が確認されている。
　〔事務局：意見を参考に調査していきたい。〕

・環境影響予測の手法・予測結果については適切と
　考える。

　３月29日(月)午後１時半から、県庁講堂におい
て、「最上小国川流域の治水と活性化を考える懇
談会」を開催しました。
　この懇談会は、あくまでもダム事業そのものを
検討いただくものではなく、流域の活性化やその
礎となる治水対策について、専門家や地元代表な
どから、ご意見を
いただき、地域の
視点から総合的に
検討するものです。
　なお、この内容
は、今後国が示す
新基準で事業検証
を行う際に、反映
させていきたいと
考えています。

　３月27日(土)と28日(日)の二日にわたり、最上
小国川ダムの説明会を開催しました。
　27日は新庄市民プラザで、28日は山形ビッグ
ウイングで、ともに午後１時から開催しました。
　県民の方々に、これまでの経緯などについて、
説明しました。全体
の出席者は約 200名
(新庄会場約140名、
山形会場約６0名）
でした。
　なお、今後、ダム
の検証後にも説明会
を開催したいと考え
ています。

写　　真写　　真

　今後の調査や評価等について、報告しました。
【調査内容】
・早春の猛禽類調査
・雪解け前後の藻類調査
・雪解け・代かき期の水質・濁度調査
・昆虫類調査
【検討内容】
・ダム供用による濁水の影響の検討
・ダム供用によるアユへの影響の検討

●専門家の意見
・濁水シミュレーションの前提条件の与え方、考え
　方などを次回協議会で丁寧に説明してほしい。
・ダムサイト直上流の砂防ダムよりも水位が高い場
　合、低い場合について、その影響がどのように及
　ぶかを次回協議会で丁寧に説明してほしい。

　ダム建設によるアユへの影響については、下記の
４点が考えられます。
１）水温、２）溶存酸素、３）富栄養化、４）濁度
　この中で、１～３については、ダム設置後も、設
置前とほぼ同じ状態と考えられます。
　課題となるのは、４の濁度についてです。
　濁度については、今後、５つの出水パターンで、
解析を行う予定です。

　また、アユの専門家として、その生態を長年にわ
たり調査され、県内の多くの河川でも調査等を行っ
ている石田力三氏を、アドバイザーとして依頼する
ことに、委員の皆様から同意をいただきました。
　石田氏は、水産環境研究所を主宰され、県内でも
魚道設計など、魚類に関係する検討に携わるととも
に、アユに関する多くの御著書を著されています。



第２１号

平成２２年６月２３日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課

赤 倉 地 区 内 水 対 策 検 討 会 を 開 催 し ま し た

小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
= 豊かな自然　輝くもがみ =

　国においては、これまで９回にわたって有識者によ
る会議を開催しています。この有識者会議は「できる
だけダムにたよらない治水」への政策転換を進めると
いう基本的な考え方に基づき、今後の治水対策の検討
を行う際に必要となる幅広い治水対策の手法、新たな
評価軸（※下欄参照）及び総合的な評価の考え方等を
検討しており、これらの検討結果を踏まえて今後の治
水の考え方をまとめ、提言する、としています。

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」
　　　　　　　　　　　　　　　が開催されています

有識者会議「中間とりまとめ」公表（平成22 年夏頃）

国土交通大臣が個別ダム検証の検討を指示、要請

各地方で個別ダムの検証を検討

事業費等の点検 複数の治水対策案を立案

治水対策案を評価軸ごとに評価

総合的に評価

個別ダムの検証の検討結果を報告

有識者会議の意見

国土交通省政務三役（※左欄参照）で判断

個別ダム検証の進め方（タタキ台)

赤 倉 地 区 内 水 対 策 検 討 会 と は

（国土交通省「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」のホームページアドレス）
　　　　　　http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/tisuinoarikata/index.html

【内水対策とは】
　堤防内側（民地側）の低地に雨水が集ま
り、河川の水位上昇によって排水ができなく
なり、床上、床下浸水となるのが「内水被
害」です。
　この内水被害を少しでも減らす為に、民地
側の対策を検討するものです。

以下は概略を示しています

山形県が
検証を検討

　赤倉地区においては、これまでたびたび大雨による
内水被害が発生しています。このため、現状を調査・
把握して内水対策上の問題点等を関係者間で共有しな
がら、被害を減らすための内水対策（※右下参照）案
を作成することを目的として開催しています。

これまでに２回開催しました

【第2回内水対策検討会（平成２２年５月３１日）】
　「現地調査及び内水被害を少しでも減少させる案の
提案」について検討を行いました。具体的には、内水
被害発生箇所の現地の状況を調査し、現状を把握する
とともに問題点を確認しました。
　現地調査の後、赤倉温泉地内の「せんしん館」で、
調査結果を基に、ダム建設によって内水被害を減少さ
せる効果、また、少しでも被害を減らすための方策の
案の検討を行ないました。

【第１回内水対策検討会（平成２２年２月２６日）】
　地元住民代表、最上町、山形県から各４名が参加
し、平成21年10月の台風による内水被害の状況や現
在の施設の状況を県側から説明し、内水対策に苦労し
ている実情を互いに確認しました。

【新たな評価軸とは】
　評価軸（評価項目）として「安全度、コスト等」だ
けでなく、「実現性、地域社会への影響、環境への影
響等」が提示されています。

【政務三役とは】
　国務大臣、副大臣、大臣政務官をいいます。

　提言の「中間とりまとめ」は平成22年の夏頃に公表
され、その後「ダムの検証の検討」が行なわれます。
　右図は、現在、討議されている「中間とりまとめ」
以降の進め方（タタキ台）です。

現 地 調 査

検 討 会



③　用地調査
　　・事業実施に必要な用地範囲の調査

　・用地の地権者調査①　設計・検討
　　・治水計画検討
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最 上 小 国 川 ダ ム 説 明 会 に つ い て

平 成 22 年 度 の 事 業 予 定 に つ い て

 【説明概要】
① 最上小国川流域の洪水被害について
　・最上小国川流域の過去の洪水被害
　・赤倉温泉の出水状況映像
② 最上小国川流域の治水対策事業の経緯
　・河川整備計画について
　・最上小国川の治水対策検討について
③ 流水型ダム（穴あきダム）の特徴
　・流水型ダムのイメージ
　・既設の流水型ダムの事例
④ 温泉影響調査について
　・温泉影響調査の概要、結果について
⑤ 環境調査内容について
　・これまでの環境調査の概要について
　・最上小国川流域環境保全協議会の実施状況

（ダム説明会ホームページアドレス）
http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo/living/safety/7314074dam_setsumeikai.html

　最上小国川ダムが検証の検討対象となっ
たことから、今年度行う業務です。複数の
治水対策案を立案し、新たな評価軸（表
ページ参照）等により、県が検証し検討結
果を国に報告します。

　土地の所有者の方から立入りの了解をい
ただいた後、現地の状況を調査します。

　最上小国川ダム建設において、河川の基礎
データとなる水質や流量等を観測します。

　時間の都合上、会場で御質問いただけなかった
質問については、会場に用意した質問箱に投函い
ただき、回答は後日質問者へ郵送しました。

　環境保全のため野生生物（猛禽類・鳥類
等）や、川底の藻類調査を継続して行ない
ます。

新庄会場：新庄市民プラザ

山形会場：山形ビッグウイング

　説明会の詳細資料や、御質問への回答につい
ては、下記の県ホームページに掲載しています
ので、ご覧下さい。

　本年度の最上小国川ダム建設事業について
は、下記のとおり事業の実施を予定していま
す。

④　水文調査
　　・流量観測・水質観測・雨量観測

⑤　最上小国川流域環境保全協議会の開催

※「平成22年度の事業予定について」の写真は
イメージです。

②の環境調査の結果を受けて、工事に伴う
環境への影響について審議します。

②　環境調査
　　・モニタリング調査

　３月２７日、２８日に、県民の皆様に広く最上
小国川ダムについて知っていただく場として、最
上小国川ダム説明会を、新庄市と山形市の２会場
で開催しました。
　説明会の概要は、下記の５項目についてです。



第２２号

平成２２年９月７日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

第6回最上小国川流域環境保全協議会を開催しました

環境保全協議会は最上小国川の豊かな環境を守るための方策を検討します

　７月２２日(木)午後２時から、最上広
域交流センター「ゆめりあ」において、
第６回最上小国川流域環境保全協議会を
開催しました。

　協議内容は、下記のとおりです。

１）第 ５ 回（ 前 回 ）協 議 会 に お け る 指 導 事 項 と 対 応

【主な指導事項】
① クマタカＡペアの営巣は毎回変わっているため、営巣場所に
    よっては保全対策の必要性、方法を検討する必要がある。
② 珪藻と藍藻の一般的生態の違いに留意して検討・考察する必
    要がある。
③ ヒメギフチョウは継続調査を実施してほしい。
    マグソクワガタは湛水域外での生息が重要。
④ ワタナベカレハは情報不足であるため、他の種と同レベルの
    配慮とする必要性に疑問がある。

【対応】
①今後も引き続き調査を継続する。

②今後も検討していく。

③今後も引き続き調査を継続する。

④今後も検討していく。

２）早 春 期（ 2 月 ～ 4 月 ）の 環 境 調 査 状 況 に つ い て　－　１

　前回の第５回協議会では、3月までの調査結果を報
告したため、今回は、４月に行った調査結果を報告し
ました。
【クマタカ】
①雄がダムサイト近くの谷に向かう行動を確認。
　　　　　　　　　　　⇒　営巣の可能性が有る。
②若鳥によるテリトリーへの干渉が見られた。
　　　　　　　　　　　⇒　営巣の可能性は低い。
　①、②は判断が異なる内容ですが、営巣の正否を確
認するため、今後も継続して調査を行っていきます。
【オオタカ】
　例年の繁殖地付近で、雌雄の行動や同時飛翔が確認
され、繁殖の可能性が示唆されました。
【サシバ】
　４月になって観察例が多くなり、毎年営巣している
スギ林で営巣の可能性があります。

　藻類の調査については、早春期の調査を行って
いなかったため、２月、４月の調査結果を報告し
ました。
　その結果、夏の間は藍藻類が優占するが、秋・
冬季間は珪藻類が優占するようになること、２
月、４月はアユのはみあとが見られなかったこ
と、等が確認されました。

●専門家の意見
【クマタカ】
　4月までの調査結果では、繁殖を失敗している可能
性が否定できない。6月、7月調査結果を確認する。

会場；最上広域交流センター「ゆめりあ」

●専門家の意見
①藻類調査結果について、データが蓄積されてき
　ている。データの過不足について確認し、どの
　ように環境影響評価の検討を行うのか、とりま
　とめを行う段階ではないか。
②今後、年間を通して実施する調査結果も踏まえ
　て、とりまとめをしてほしい。特に、水温との
　関係に着目するといいのではないか。

猛禽類（もうきんるい）の調査について 藻 類 （ そ う る い ） の 調 査 に つ い て

【協議内容】
１）第５回協議会における指導事項と対応
２）早春期の環境調査結果
３）動植物重要種の環境保全方法
４）ダム供用時の影響の検討
５）今年度の環境調査予定

　今回の22号では、【協議内容】のうち、１）第５回協議
会における指導事項と対応、２）早春期の環境調査結果につ
いて報告します。
　次号以降で、ダム供用時の影響の検討やアユの専門家のご
意見を紹介していきます。

　今回の協議会には12名の委員の方にご
出席いただき、主に「動植物重要種の環
境保全方法」、「ダム供用時の影響の検
討」などについてご検討いただきまし
た。

【オオタカ】
　3月にいなかったのは餌の小鳥がいる場所に移
動したため。4月から営巣の可能性がある。
【サシバ】
　今までも営巣のある場所で見られたことか
ら、営巣の可能性がある。
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　ヒメギフチョウ、マグソクワガタの現地調査結果を
報告しました。
　その結果、ヒメギフチョウについては、昨年同様、
食草や吸蜜植物の生育を広い範囲で確認したものの、
ヒメギフチョウを確認することはできませんでした。
　マグソクワガタについては、ダム湛水域と、上流域
で確認されました。
●専門家の意見
①ヒメギフチョウは、既往調査および今回の調査で確
　認されていないことから、当該地域には生息してい
　ないといって良いだろう。
②マグソクワガタは、試験湛水時には一時的に水が貯
　まる区域の個体が影響を受けるが、試験湛水後に河
　川環境が戻れば上流域の個体が移動してきて生息す
　るだろう。

２）早 春 期 の 環 境 調 査 状 況 に つ い て  －　２

　専門家のご意見を基に、大雨洪水時（出水時）以
外に濁りが出ると予測される融雪期としろかき期の
濁水について、現地調査を行いました。
　その結果、融雪期・しろかき期ともに出水時のよ
うな著しい濁りは確認されませんでした。

　確認された
「マグソクワガタ」

（環境保全協議会の内容については下記ホームページアドレスをご覧ください）
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314074/kannkyou.html

③国の有識者会議の最新情報と最上小国川ダムの
　検証検討状況について
④委員による意見交換
　
　具体的な内容は、次号以降の「小国川だより」と
県のホームページでお知らせする予定です。

開催日時  平成２２年８月２３日（月）
　　　　　　　　　　　　13:30～15:30
場　　所  山形県庁　２階　講堂
議　　事
①第１回懇談会・部会における委員の発言要旨
②第２回環境・防災・観光・農林水産部会の結果

 第　２　回　懇　談　会　を　開　催　し　ま　し　た

融 雪 期 ・ し ろ か き 期 の 濁 水 調 査昆 虫 類 の 調 査 に つ い て

 環　境 ・ 観　光 ・ 農　水 ・ 防　災　の　４　部　会　を　開　催　し　ま　し　た

　6月23日（水）、２４日（木）、２８日（月）及び
30日（水）に「第2回環境・防災・観光・農林水産の
４部会」を開催しました。
　今回は、部会毎にアユパーク、赤倉温泉、ダムサイ
ト等の現地状況を確認し、その後、山形市内で意見交
換を行いました。
　各部会の意見の一部を下記に示します。
【環　境】
①直上流に砂防ダムがあるため、遡上魚類への影響は
　ほとんどない。
②小国川とその周辺の丘陵地を含め、環境を楽しむハ
　イキングや、キャンプ地を整備したらいかがか。
【防　災】
①最上町も高齢化が進み、地域の消防や水防の活動で
　支障は出ないのか。
②赤倉地区の住民の安全安心、これを一番に進めなけ
　ればならない。
【観　光】
①赤倉温泉の魅力は川で、川の両岸に旅館が並んでい
　て、川に下りられる場所があることは、仙台とか都
　会に住む人からすれば大変な魅力である。また、温
　泉があることは、やはり大きな交流資源になる。
【農林水産】
①アユの放流、養殖を強化しつつ、加工も含めてでき
　ないか。

会議；山形市「自治会館」外

現地調査；赤倉温泉外

　各部会の具体的な内容は、県のホームページ
でお知らせする予定です。

最上小国川流域の治水と活性化を考える懇談会について

②適時、森林に人の手を入れ、人間で言うなら
　ば健全な体の状態に保っていくのが非常に重
　要なことで、穴あきダムとともに実施する事
　が重要と考える。



第２３号

平成２２年１１月１０日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

第6回最上小国川流域環境保全協議会について（２）
　７月２２日(木)に開催した第６回最上小
国川流域環境保全協議会の内容を２２号に
続き報告します。

３）動　植　物　重　要　種　の　環　境　保　全　方　法

会場；最上広域交流センター「ゆめりあ」

水 質 （ 濁 り ） を 5 つ の 出 水 パ タ ー ン で シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 検 討 を 行 な い ま し た

　今回は、３）動植物重要種の環境保全方
法、４）ダム供用時の影響の検討について
報告します。

４）ダム供用時の影響の検討について －　１

　ダム供用時の影響の検討の内、第５回協議会で提案した「濁り」について、大小洪水を網羅した次の５
つの出水パターンでシミュレーションを行い、その結果を報告しました。
【検討パターン】
○ケース１：貯水量最大洪水（５０年に一回程度）
○ケース２：既往最大洪水（３０年に一回程度）
○ケース３：３年に一回程度洪水
　　　　　　（直上流にある砂防堰堤が浸水する程度）
○ケース４：２年に一回程度洪水（年最大の平均的な洪水）
○ケース５：１年に３～４回程度洪水（恒常的な洪水）

　第５回協議会で承認いただいた予測結果に基づい
て抽出した、環境の変化に伴う影響が大きいと判断
された動植物重要種等への、具体的な環境保全方法
について提案し、協議を行いました。
【動物】
　保全措置対象種：サシバ
　配慮事項対象種：ハコネサンショウウオ、ヒメギ
　フチョウ、ワタナベカレハ、マグソクワガタ
【植物】
　保全措置対象種：オオナンバンギセル、
　　　　　　　　　ナガミノツルキケマン
【生態系上位種】
　配慮事項対象種：（陸域）クマタカ、
　　　　　　　　　（河川域）ヤマセミ

◎専門家の意見
・猛禽類・鳥類の各保全措置・配慮事項について
　は、適切である。
・昆虫類の配慮事項として、ヒメギフチョウは今後
　改変箇所等で確認された場合には移植することは
　有効である。ワタナベカレハ、マグソクワガタに
　ついては、移植が適切な保全方法であるか不明で
　ある。保全対策の前例があるかどうか、その効果
　がどうだったかを確認した上で、必要であれば対
　策を検討することでよいのではないか。

具 体 的 な 環 境 保 全 方 法 に つ い て 提 案 し 、 協 議 し ま し た

　具体的な保全措置の例として、サシバの場合を紹
介します。
　保全措置として、次の３案を検討。
　Ａ案：繁殖時期の工事中止
　Ｂ案：工事騒音の低減
　Ｃ案：騒音への馴化（※）
　これらの手法は、どれもサシバの保全に有効な手
法です。現在では、Ｂ案とＣ案の実績が十分にあ
り、技術的にも確立されているため、Ｂ案とＣ案を

組み合わせ、繁殖に影響が無いような措置を行いま
す。
　なお、措置を行う際には、サシバに影響がないか
モニタリング調査を実施し、影響があると考えられ
る場合には、専門家の意見を仰ぎながら、一時的な
工事中止や、再び馴化を行う等の措置を検討しま
す。
※馴化（じゅんか）；段階的な機械稼動等により、
　建設環境に慣れさせて、影響を小さくする方法

事務局としましては、これらご意見を参考に、環
境保全方法に反映していきます。



 発 行　：　山形県 最上総合支庁 建設部 河川砂防課
　　　　　　　 最上小国川ダム建設室　　佐藤・後藤
　　　　　　　〒９９６－０００２
　　　　　　　山形県新庄市金沢字大道上 ２０３４
お問合せ先　　 電話　0233-29-1407
　　　　　　　　Ｅmail - ymogamikasen@pref.yamagata.jp

 

バックナンバーは県HPからダウンロードできます。
アドレスは下記のとおりです。

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo/
news/news/7314074ogunigawa_news.html

４）ダム供用時の影響の検討について －　２

　流水型ダムの濁りは、洪水末期に堆積土砂の巻上げが
発生して、濁りのピークが２波になるという特徴があり
ます。（右記：検討ケース１の中段参照）
　なお、検討ケース３までは同様の傾向が見られました
が、検討ケース４以下の小規模洪水については、堆積土
砂の巻上げ傾向が見られず、２波目は発生しない予測結
果となりました。（右記：検討ケース４の中段参照）

　魚類の専門家で協議会のアドバイザーの石田力三氏
に、シミュレーション結果に基づいた下記①～④の予測
結果について県から説明を行い、影響評価の観点から了
解をいただきました。
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【シミュレーション結果例】

検討ケース４【２年に一回程度洪水】

検討ケース１【貯水量最大洪水：50年に1回程度】①

②

③
④

⑤

Ⅰ：ダム流入量

Ⅲ：ダム放流量

Ⅱ：貯水位

Ⅳ：流入SS(ダムなし）

Ⅴ：放流SS（ダムあり）

経験者等の指導を得て影響の低減に努めていく必
要がある。
①ダム供用時まで、引き続き最新知見・情報を収
　集し、最上小国川ダムにおける影響予測結果に
　反映すること。
②必要に応じ、適宜学識経験者等の指導を得て、
　「下流河川の環境変化に及ぼす影響」の低減に
　努めること。

Ⅰ：ダム流入量

Ⅲ：ダム放流量

Ⅱ：貯水位

Ⅳ：流入SS(ダムなし）

Ⅴ：放流SS（ダムあり）

100mg/L以上　ダムあり　約25時間

100mg/L以上　ダムなし　約21時間

10mg/L以上　ダムあり　約40時間

10mg/L以上　ダムなし　約60時間

【シミュレーション結果】

【シミュレーション結果への専門家の意見】

⑤

石田力三氏の意見として、

100mg/L以上　ダムあり　約6時間

100mg/L以上　ダムなし　約9時間

10mg/L以上　ダムあり　約45時間

10mg/L以上　ダムなし　約63時間

※詳細についてはＨＰを参照してください。
http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshich
o/mogami/314074/kannkyou.html

【右図の見方（検討ケース１及び４）】

上段は流量と貯水位のグラフです。Ⅰ：橙線はダム流
入量、Ⅱ：黒線は貯水位、Ⅲ：緑線はダム放流量を示
します。
中段はSS（浮遊物質）の量のグラフです。Ⅳ：橙線
は流入SS、Ⅴ：青線は放流SSを示します。
下段は濁りの継続時間を示すグラフです。
検討ケース１の中段のダムありの放流SS（Ⅴ：青
線）は、濁りのピークが２波になっていて、巻上げが
発生していますが、ピーク値は流入SS（Ⅳ：橙線）
と同等になっています。また、下段の濁りの継続時間
は、ダム「あり」・「なし」とも、ほぼ同程度です。
検討ケース４の中段の「ダムあり」の放流SS（Ⅴ：
青線）は、濁りのピークが１波となり、巻上げ傾向は
見られません。ピーク値は流入SS（Ⅳ：橙線）より
小さくなっています。また、下段の濁りの継続時間
は、ダム「あり」・「なし」とも、ほぼ同程度です。

①

②

③
④

２年に１回程度の洪水や小洪水では「ダムなし」・
「ダムあり」とも同等の濁水濃度・継続時間であるこ
と。
３年に１回程度の洪水以上の規模では、「ダムあり」
の場合、洪水末期の堆積土砂の巻き上げで２波目の
ピークが現れる。しかし、２波目の濃度は、「ダムな
し」のピーク濃度や「ダムあり」の１波目のピーク濃
度に比べて、同等あるいはそれ以下であること。
川が濁っている継続期間はほぼ同程度であること。
アユの成長が良い最上白川合流点下流については、最
上小国川ダム流域面積の７倍以上であり、希釈される
こと。

洪水末期の堆積土砂の巻き上げで発生する２波目の出
現は、いったん清水に戻ったあとであれば影響は大き
いと考えられるが、清水に戻る前の濁りの状態で２波
目のピークが出現することから、魚類は避難を継続し
ている間であると考えられること。

　また、下記についてアドバイスをいただきました。

上記①～⑤の観点から、ダム供用によるアユ（魚
類）への影響は小さいと考えられる。
シミュレーション結果としては影響は小さいと考え
られるが、既往知見が少ないことから、次に示す
①、②のとおり、最新知見・情報を収集し、学識

（１）

（２）



第２４号

平成２２年１１月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最上小国川流域環境保全協議会「中間とりまとめ」について

　１０月８日(金)に、最上総合支庁特別会議室におい
て、最上小国川流域環境保全協議会の原委員長代理か
ら、「中間とりまとめ」が小松支庁長へ報告されまし
た。
　この「中間とりまとめ」は、これまで７回にわたっ
て開催された最上小国川流域環境保全協議会におい
て、環境への影響について議論を深めていただく中
で、一定の方向性が見出されたことから、今回とりま
とめていただいたものです。

原委員長代理（左）が「中間とりまとめ」
を小松支庁長へ報告＝支庁・特別会議室

　県は、最上小国川流域の安全安心を確保するた
め、河床部に常用洪水吐きを設けた「流水型ダム」
等による治水対策を進めている。
　最上小国川流域環境保全協議会（以下「環境保全
協議会」という。）は、この治水対策を行うにあた
り、工事施工に伴う環境保全の進め方について審議
することを目的として設置されている。
　環境保全協議会は、流水型ダムと地域の特性を踏
まえて、環境へ配慮するように、専門的観点から７
回にわたり審議を重ねてきた。
　環境影響評価法を参考に流水型ダムによる環境へ
の影響について、これまで審議した結果は以下のと
おりである。

　以下、その内容を紹介します。

水環境については、流水型ダムの特性上、平常時
は流水や土砂移動への影響が小さいと考えられ
る。また、洪水時は水の貯留による水温・溶存酸
素・水質（富栄養化）は、ダムのない場合とほぼ
同様であると考えられる。

①

最上小国川流域環境保全協議会中間とりまとめ

シミュレーションの結果、洪水時における濁りの

今年度調査も含め、データをとりま
とめ、環境影響評価の検討を行って
いく。

「中間とりまとめ」が支庁長へ報告されました

第 ７ 回 最 上 小 国 川 流 域 環 境 保 全 協 議 会 に つ い て
　１０月５日(火)午後１時３０分から、最上総合支
庁講堂において、第７回最上小国川流域環境保全協
議会を開催しました。

応」、「平成22年度環境影響調査の中間報告」及
びこれまでの協議内容の「中間とりまとめ」等につ
いてご検討いただきました。

１ ） 第 ６ 回 （ 前 回 ） 協 議 会 に お け る 指 導 事 項 と 対 応 に つ い て

付着藻類調査結果についてデータが蓄積されている。データの
過不足について確認し、得られたデータからどのように環境影
響評価の検討を行うのか、とりまとめを行う段階ではないか。

　今回の協議会には１１名の委員の方にご出席いた
だき、主に「第６回協議会における指導事項と対

①
【主な指導事項】 【対応】

　以下、検討内容の一部を報告します。

②

③

④

付着藻類については、環境保全協議会で審議し
た検討方針に基づき、継続した調査が必要であ
る。
工事中の騒音・振動については、至近集落と事
業実施区域が離れているため、影響は小さいと
考えられる。

動植物等については、環境保全措置や配慮事項
等による影響の低減が期待される。

濃度及び継続時間において、ダムのない場合と
比較し若干の差異が生じる。その差異による魚
類（アユ等）の成育や生態に対しての影響は小
さいと考えられる。
なお、流水型ダムは全国的にも事例が少ないこ
とから、今後も最新知見等を収集し、水環境へ
の影響に配慮するよう努める。

サシバ（重要種）、クマタカ（陸域上位性）、ヤマセミ（河川
域上位性）の各保全措置・配慮事項について、適切である。

アユへの影響を検討する上で、餌をはむ瀬の条件（流速・摩擦
速度）がわかると非常に有効である。自然河川におけるアユの
忌避行動については研究事例がなく、専門家の意見を伺うほか
ない。

②

③

①

②

③

環境保全方法に反映していく。

既往調査結果や検討結果により、瀬
の条件について整理する。また最新
知見を入手し、専門家のご意見を伺
う等、アユへの影響の検討を引続き
実施していく。
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最 上 小 国 川 流 域 の 治 水 と 活 性 化 を 考 え る 懇 談 会 に つ い て

※詳細については、ＨＰ等でお知らせする予定で
す。

「第３回環境・防災・観光・農林水産の４部会」及び「第3回懇談会」を開催しました

　１０月１５日（金）、２０日（水）、２１日（木）
及び２２日（金）に山形市内の自治会館で「第３回環
境・防災・観光・農林水産の４部会」を、１１月１１
日（木）に県庁２階講堂で「第3回最上小国川流域の治
水と活性化を考える懇談会」を開催しました。

２）平成２２年度環境影響調査の中間報告について

　前回の第６回協議会では、４月までの調査結果を報
告しましたが、今回は、６、７月に行った調査結果を
報告しました。

●専門家の意見
【クマタカ】
　Ａペアが今年繁殖しなかったのは、Ａペアから巣
立った若鳥の残留が大きな要因である。

猛 禽 類 （ も う き ん る い ） 調 査 に つ い て

　配慮事項対象種であるヤマセミについて、事業実施
区域周辺の生息状況と巣の位置を確認するため、６、
７月に現地調査を行いました。
【ヤマセミ】

●専門家の意見
【ヤマセミ】
　写真から見て、事業実施区域に近い巣穴は古く、巣
穴の付近に木の根が張っているため出入りが困難であ
り、この巣穴で今後繁殖する可能性は極めて低いと思
われる。

ヤ マ セ ミ 調 査 に つ い て

３ ） こ れ ま で の 協 議 内 容 の 「 中 間 と り ま と め 」 に つ い て

　配慮事項対象種であるワタナベカレハについて、
食樹の分布をもとに生息状況を確認するため、８月
にライトトラップ法（※）を用いて、現地調査を行
いました。
【ワタナベカレハ】
　湛水区域周辺で４個体、湛水区域上流で１個体が
確認されました。

●専門家の意見
【ワタナベカレハ】
　個体数は平成19年調査の２０個体に比較し少
ないが、ライトトラップは自然条件に影響されや
すく、また、今年は猛暑で昆虫の発生が早まって
いたこともあるので、多い・少ないは判断できな
い。ここに生息していたという事実が重要であ
る。

昆 虫 類 の 調 査 に つ い て

いて報告し、意見交換を行いました。

※ライトトラップ法
（カーテン法）；
夜間に白布を見通し
のよい場所に張り、
その前に光源を設置
し、誘引された昆虫
を採集する方法

６、７月の調査で餌運びが確認されなかった。
若鳥によるテリトリーへの干渉が確認された。
林内踏査を行ったが、古巣の使用痕跡はなかった。

【クマタカ】

　上記の３点から、クマタカＡペアについては、今年
は繁殖しなかったと推測されたことから、幼鳥の行動
観察のための９月調査は、実施しないこととしまし
た。

①
②
③

３３回飛翔が確認され、幼鳥の飛翔も確認されまし
た。
巣穴は８箇所で確認されましたが、全て湛水区域の
外でした。なお、巣穴の利用については確認されま
せんでした。

①

②

　「中間とりまとめ」を行うにあたり、第１～６回協
議会の協議内容を、ダイジェストで再確認していただ
きました。その後、「大気環境」「水環境」「動植
物」「生態系」「付着藻類」の５項目について審議の

概要をお示しし、委員のご意見を基に「中間とり
まとめ」を作成していただき、報告することにな
りました。
※詳細については、HPを参照してください。

会場；最上総合支庁講堂

　「第３回の４部会」では、「第2回最上小国川流域の
治水と活性化を考える懇談会」の各委員の意見要旨、
最上小国川流域環境保全協議会の「中間とりまとめ」
及び「ダム事業の検証要請とダム検証の状況」等につ

　また、「第3回の懇談会」では、「第2回の懇
談会」の各委員の意見要旨、環境保全協議会の
「中間とりまとめ」、「ダム事業の検証要請とダ
ム検証の状況」及び「第３回の４部会」の各委員
の発言要旨等について、報告しました。
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平成２２年１２月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最 上 小 国 川 ダ ム 検 証 に つ い て

最 上 小 国 川 ダ ム の 検 証 の 進 め 方 に つ い て

　平成２２年９月２８日に、国土交通大臣からダ
ム事業の必要性について改めて検証を行うよう要
請があり、現在、国から示された新しい基準に
そって検証作業を進めています。
　この新しい基準では、県が現在進めている「流
水型ダム＋河道改修」の代替案として、ダム以外
の治水対策を複数案作成し、安全度、コスト、地
域や環境への影響等の7つの評価軸（※１）で評
価・検討することが求められております。
　また、評価・検討を進めるにあたっては、①関
係地方公共団体からなる検討の場で検討し、②パ
ブリックコメント（※２）により広く住民から意
見を募集し、③学識経験を有する者、関係住民、
関係地方公共団体の長から意見を聴いて、最後
に、事業評価監視委員会（※３）の意見を聴いて
決定することとされております。
　県ではこの基準にそって、「対応方針（素
案）」を作成し、12月１日に公表いたしました。
　その後、12月1日から31日までの間、パブリッ
クコメントを実施するとともに、１２月１４日
（火）に最上町の瀬見小学校を会場に、流域住民

説明会を開催しました。
　また、12月中に、県と最上町と舟形町による
検討の場となる「第2回最上小国川流域治水対策
検討会議」を開催する予定です。
　今後、これらの場でいただいたご意見を踏まえ
「対応方針（案）」を作成し、最後に、「山形県
公共事業評価監視委員会（※３）」からご意見を
いただいたうえで、県としての「対応方針」を決
定します。
　県といたしましては、流域の住民の皆様の安
全・安心を第一に考え、できるだけ早い時期に
「対応方針」を決定し、国土交通省に報告してま
いります。
　下の図は、検証作業の全体スケジュールです。

※１評価軸とは、評価する項目の意味です。
※２パブリックコメントとは、公に広く意見等を
　求める手続きです。
※３山形県公共事業評価監視委員会は、裏ページ
　を参照してください。

最上小国川流域の治水と
活性化を考える懇談会

（第1回3/29、第2回8/23、
　　　　　　　　 第3回11/11）
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ダ ム 検 証 の ス ケ ジ ュ ー ル 下図の（ ）書きは開催月日

パブリックコメントで、広く意見を募集しています。詳細については、県ＨＰを参照してください。
http://www.pref.yamagata.jp/ou/kendoseibi/180006/damseibi/pubcom_10.html
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最 上 小 国 川 流 域 治 水 対 策 検 討 会 議 を 開 催 し ま し た

　１１月９日（火）に最上総合支庁において、「第
1回最上小国川流域治水対策検討会議」を開催しま
した。
　この会議は、国から示された新しい基準に基づ
き、関係地方公共団体が検討を行なう場として設置
されたものです。
　委員は、会長として小松最上総合支庁長、最上町
から、髙橋町長、伊藤議長、「最上小国川穴あきダ
ム実現と地域活性化に関する特別委員会」の菅委員
長、舟形町から、奥山町長、信夫議長、総務振興常
任委員会の叶内委員長、それに、総合支庁の野川建
設部長です。

　以下、その内容の一部を報告します。
①最上小国川流域保全協議会が、平成２２年１０
　月８日に報告した「中間とりまとめ」について
　県から説明しました。
②国からのダム事業の検証に係る検討の要請及び
　検証検討の進め方について県から報告しまし
　た。
③意見交換
　上記の①と②を報告し、その後、意見交換をお
　こないました。各委員のご意見の一部を紹介し
　ます。
○髙橋 最上町長
・安全度の担保やコスト最重視の考え方から、平
　成２０年度採択された「流水型ダム＋河道改修
　（案）」が最適である。
・最上小国川流域環境保全協議会の中間取りまと
　めで、水環境についても影響が小さい、また、
　鮎の生態系についても影響は小さいであろうと
　いう報告もいただいた。
○奥山 舟形町長
・反対している方々に、丁寧な説明が必要であ
　る。
・安全性、実現性、環境性の課題をもう少しクリ
　アする必要がある。

髙橋最上町長 奥山舟形町長

最上総合支庁講堂

　ダム検証については、国からの新しい基準の中に「事
業評価監視委員会（※）の意見を聴いて決定する」（表
ページ参照）とされ、これを受けて、11月24日（水）
に「第４回山形県公共事業評価監視委員会（※）」を開
催し、現地調査と審議をおこないました。

○伊藤 最上町議会議長
・漁協との関係、いろいろな環境問題等の話し合い
　の過程で、環境にやさしい、地域も災害から守ら
　れる流水型ダムに変わった経緯がある。
○信夫 舟形町議会議長
・舟形町は、「若鮎の里」を前面に出して「町おこ
　し」をしており、小国川の水質の変化による鮎へ
　の影響を危惧する方もいる。
○菅 「最上町議会最上小国川穴あきダム実現と地域
　活性化に関する特別委員会」委員長
・ダム予定地の水量は、小国川全体の約１割で、下
　流に対する影響は少ない。
○叶内 舟形町議会総務振興常任委員会委員長
・いろいろな立場の方の理解を得るような努力を行
　い、２０数年かかったダムの問題を早急に解決す
　る時期にきている。

川から湧き出るお湯を確かめる委員

※山形県公共事業評価監視委員会は、公共事業の効
　率性等の透明性向上のため、設置されています。
※詳細については、県ＨＰ等でお知らせする予定で
　す。最上総合支庁講堂

※詳細については、県ＨＰ等でお知らせする予定で
　す。

山 形 県 公 共 事 業 評 価 監 視 委 員 会 に つ い て
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平成２３年１月２５日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現
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最 上 小 国 川 ダ ム の 検 証 に つ い て （ ２ ）

 最 上 小 国 川 ダ ム 事 業 の 検 証 に 係 る
         「 対 応 方 針 （ 素 案 ） 」 に 関 す る 流 域 住 民 説 明 会 を 開 催 し ま し た

　平成２２年１２月１４日（火）午後7時から
最上町の瀬見小学校を会場に、約１６０名の参
加をいただき、流域住民説明会を開催しまし
た。
　この説明会は、昨年、国から示された新しい
検証の基準において「地域の意向を十分に反映
するための措置を講じる」ことが求められてい
ることを受け、流域住民の皆様から、治水対策
に関するご意見をお聞きするために、開催した
ものです。
　当日は、あいにくの天候の中、また夜間にも
関わらず多くの方にご参加をいただき、誠にあ
りがとうございました。

小松支庁長挨拶

【参加者からいただいた主なご意見】
○１日も早く穴あきダムを完成させて、安全・
　安心を確保してほしい。
○分かりやすい説明で、ダム案が最良だと分
　かった。
○温泉客や住民が早く安心できるようにしてほ
　しい。
○砂防ダムにたまった砂を取り除く案はないの
　か。
○河道改修を不可能とする根拠は何か。
○穴が詰まることが最大の不安要素である。

※詳細については、県ＨＰをご覧ください。

【説明概要】
①対応方針（素案）について
　赤倉地区の特徴を考慮して、適用可能な方策
を検討した結果、次の４つの治水対策案を立案
しました。
（１）ダム（流水型ダム）案
（２）遊水地案
（３）放水路案
（４）河道改修案
　そして、それぞれの治水対策案に対して、河
川や流域の特性に応じ、７つの評価軸（評価項
目）で評価を行った結果、コストや効果の発現
時期等の点において総合的に有利と判断される
ダム（流水型ダム）案を最良の治水対策と評価
したことを説明しました。

②環境への影響（水環境）について
　最上小国川流域環境保全協議会のこれまでの
開催状況と「中間とりまとめ」について、流水
型ダムと貯留型ダムの比較、そして、ダムによ
る濁りの変化について説明しました。
　その中で、環境保全協議会の中間とりまとめ
の報告内容として「シミュレーションの結果、
洪水時における濁りの濃度及び継続時間におい
て、ダムのない場合と比較し若干の差異が生じ
る。しかし、その差異による魚類（アユ等）の
生育や生態への影響は小さいと考えられる」と
いう所見を紹介しました。

瀬見小学校体育館

   新年明けましておめでとうございます。
   昨年は最上小国川ダム事業の検証に当たって、多くの方々から貴重なご意見を
　いただき、誠にありがとうございました。
   今後とも一日も早く流域住民の安全・安心を確保できるよう速やかに検証作業を
　進め、地域の治水安全を確保できるよう努めてまいります。
                                                               　  最上総合支庁長　小松　喜巳男

瀬見小学校体育館
　以下、説明の概要と素案に対する参加者から
のご意見を紹介させていただきます。
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第 2 回 最 上 小 国 川 流 域 治 水 対 策 検 討 会 議 を 開 催 し ま し た

　１2月22日（火）の午後、最上総合支庁にお
いて、「第２回最上小国川流域治水対策検討会
議」を開催しました。
　会議では、県から12月11日に開催した「小
国川漁業協同組合への説明会」の状況及び１２
月14日に開催した「流域住民説明会」の状況
を報告しました。その後「対応方針（素案）」
について説明を行い、委員から素案に対するご
意見をいただきました。

○奥山 知雄 舟形町長
・もっと早くこのような会議や議論する組織があ
　れば、共通認識をもった解決方策ができたので
　はないか。
・実現性の点で、ダム案になったとしても反対す
　る住民との調整の課題が残るので、今後も粘り
　強く理解を得る努力が必要である。
○髙橋 重美 最上町長
・安全度とコストを重要視すれば、ダムは5年、
　132億円でできるので最も有利。
・一日も早く安全・安心を確保してほしい。
・鮎への影響を心配しているが、寒河江川が2、
　3年前に「鮎の食味日本一」になったので、ダ
　ムがあるから駄目になるとは言えない。
○伊藤 一雄 最上町議会議長
・小国川の状況等、様々な意見をまとめた結果が
   ダム案であれば、一日も早く事業を進めてほし
　い。
○信夫 正雄 舟形町議会議長
・赤倉地区の被害を取り除く必要性があること
　は、舟形町も小国川漁協も理解している。今後
　とも、小国川漁協と話し合う機会を設けていた
　だきたい。
○叶内 富夫 舟形町議会委員長
・コストや時間の面から穴あきダム案が最良と思
　われる。
・小国川漁協も、同じテーブルについて前向きに
　検討していけるような雰囲気づくりを双方にお
　願いしたい。

小 国 川 漁 業 協 同 組 合 へ の 副 知 事 に よ る 説 明 に つ い て

　１2月１１日（土）の午後、舟形
町中央公民館において、副知事が小
国川漁協の沼沢組合長はじめ漁協関
係者75名の方へ「対応方針（素
案）」の内容を説明し、理解を求め
ました。
　副知事の説明後、小国川漁協の方
から素案に対するご意見等をいただ
きました。

最上総合支庁講堂

最上町の委員の方

髙橋 町長 奥山 町長

伊藤 議長 信夫 議長

菅    議員 叶内 議員

舟形町の委員の方

○菅 俊郎 最上町議会委員長
・周りの住民から意見を聴くと、100％の方が
　「穴あきダム以外にないのではないか」との
　意見である。

※検討会議は今回で終了します。詳細については
　県HPをご覧ください。

舟形町中央公民館

対応方針（素案）を説明し、
小国川漁協の質問に答える髙橋副知事

　以下、各委員のご意見の一部を紹介します。



第２７号

平成２３年２月２４日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課
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流 水 型 ダ ム 完 成 後 の 環 境 へ の 影 響 （ 水 環 境 ） に つ い て

最 上 小 国 川 ダ ム 検 証 に つ い て

　平成２３年２月３日に開催された第６
回山形県公共事業評価監視委員会におい
て『最上小国川の治水対策案として、ダ
ム（流水型ダム）案を最良な治水対策と
する「最上小国川ダム事業の検証に係る
対応方針（案）」は妥当である』という
意見書がとりまとめられました。
　ダム検証については、国からの新しい
基準の中に「事業評価監視委員会の意見
を聴いて決定する」とされ、これを受け
て県は「山形県公共事業評価監視委員
会」を開催し、昨年11月５日から2月3
日までに、現地調査を含めて４回にわ
たって審議を重ねてきました。
　今後、委員会から知事に対し意見書が
提出され、県は「対応方針」を正式に決
定して、３月上旬までに国へ報告する予
定です。

ダムなし流入SS
約1,600mg/L

ダムあり放流SS
約1,100mg/L

シミュレーション結果(ダム地点)のＳＳのグラフ
　　    【洪水規模；３年に１回程度】

9/10 9/11 9/12 9/13 9/14

経過時間（日）

第６回山形県公共事業評価監視委員会
＝山形市・自治会館

　流水型ダム完成後の環境への影響について
は、最上小国川流域環境保全協議会で審議して
きました。
　その中で、水環境の「濁り（ＳＳ）」（※下
記参照）について、小国川だより第２３号で５
つの出水パターンのシミュレーション結果を示
しました。
　今回は、このシミュレーション結果が実測値
にどの程度近いのかを、平成22年12月14日に
開催した流域住民説明会の資料をもとに説明し
ます。

【シミュレーション結果】
　上記と同じ３年に１回程度の洪水規模のシ
ミュレーション結果（ダム地点）を右のグラフ
に示していますが、ダムなしの場合のＳＳは約
1,600mg/Lとなっています。
　このことから、実測値のＳＳ(1,300mg/L)と
大きな差はありません。

「保京橋」の状況
平成19年9月7日洪水時のＳＳ≒1,300㎎/L

【実測値】
　右の写真は、平成１９年９月７日のダム地点
下流約２㎞にある「保京橋」の状況で、ＳＳの
実測値は1,300mg/Lとなりました。
　この時の赤倉での最大流量は67/s 、赤倉
雨量観測所の累積雨量は８１.５㎜で、規模とし
ては３年に１回程度の洪水に相当します。

※「ＳＳ」は濁りを表す指標です。このＳＳ
は、水中に浮遊する物質の量を濃度（単位；
㎎/L）で表し、数字が小さいと濁りが少な
く、大きいと濁りがあるという「濁りの指標」
として使われます。

　県公共事業評価監視委員会が
　　　　　　「ダム案を最良とする」県の対応方針（案）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　妥当とする意見書をとりまとめました

平成13年
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作製したSSのケース
Ⅰ．ＳＳ≒40,000㎎／Ｌ（写真左）；
　上記表の検討ケース①と同程度
Ⅱ．ＳＳ≒100㎎／Ｌ（写真右）；
　上記表の検討ケース⑤の「ダムあり」と同程度

　上記のＳＳを視覚的に表すため、試験室で２
つのケースの濁り水を作製しました。
　水深は、１２㎝程度とし、底に５００円硬貨
を置いて、ＳＳの違いでどの程度見えるかを比
較してみました。

表－洪水規模別ＳＳのシミュレーション結果

「 ダ ム あ り 」 「 ダ ム な し 」 の Ｓ Ｓ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 に つ い て

　下の表は、協議会で検討した「洪水規模別ＳＳのシミュレーション結果（ダム地点）」です。検討
ケース①～③は流水型ダムの特徴でもある、2波目の濁りが発生します。なおピークの濁りの値は
「ダムなし」「ダムあり」とも大きな差はありません。
　なお、詳しいシミュレーション結果については、下記の県ＨＰ（※）の第６回環境保全協議会資料
Ｐ２８～Ｐ３２を参照してください。

　その結果、左側のＳＳが約40,000㎎／Ｌの場
合は、硬貨が全く見えません。

　一方、右側のＳＳが約100㎎／Ｌの場合は、硬
貨がぼんやりと見えます。

上から見て

Ⅰ．ＳＳ ≒ 40,000 ㎎／Ｌ Ⅱ．ＳＳ ≒ 100 ㎎／Ｌ

上から見て

硬貨が全く見えません 硬貨がぼんやりと見えます

濁 り の 程 度 の 目 安 と し て 試 験 室 で 濁 り 水 を 作 製 し ま し た

「県HP（※）；
　http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314074/kankyou/siryou06.pdf　」

ア ユ の 忌 避 行 動 に つ い て

　出水時には魚類は、出水を事前に察知して、
小さな支流や小水路等に忌避（きひ；避難の意
味）するとされています。
　この忌避行動に関して、環境保全協議会では
魚類の専門家で協議会のアドバイザーの石田力
三氏より、次のようなご意見をいただいていま
す。

間であり、影響は小さいと考えられる」

下表の（　　　）は１波目と２波目の谷部のＳＳ値

　このことから、上記表の検討ケース①～③程度
の２波目が発生する洪水規模では、継続して忌避
行動をとっていると考えられます。
　また、④、⑤程度の洪水規模では、ダムなし、
ダムありともＳＳが同程度であるため、ダムの有
無に関わらず、同じように忌避行動をとっている
と考えられます。
　詳しくは、下記に示す県HP（※）の第6回環境
保全協議会資料P39～P41を参照してください。

　「ダムありの場合、清水に戻る前のＳＳ数百
～1,000㎎/Lの濁水の状況で2つ目のピークが
出現することから、魚類は避難を継続している

無無約 130約 230１年に３～４回程度⑤

無無約 700約 1,200２年に１回程度④

約 600(約 300)約 1,100約 1,500３年に１回程度③

約 9,000(約 1,000)約 15,000約 16,000３０年に１回程度②

約 40,000(約 1,000)約 40,000約 40,000５０年に１回程度①

２波目のピーク谷  部１波目のピーク

ダムありダムなしの
ピーク

ＳＳ（ｍｇ/Ｌ）

洪水規模
検  討
ケース



第２８号

平成２３年３月１０日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最 上 小 国 川 ダ ム の 検 証 に つ い て

　平成２３年2月28日（月）に、県はダム（流水型ダム）案を最良な治水対策とする「最上
小国川ダム事業の検証に係る対応方針」を国へ報告しました。
　その内容については、県ＨＰ（裏ページ※）に掲載しておりますのでご覧ください。

最 上 小 国 川 ダ ム 事 業 の 検 証 に 係 る 対 応 方 針 を 国 へ 報 告 し ま し た

　　「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針（案）」に関する意見書
　
　最上小国川ダム事業については、平成２２年９月２８日に国土交通大臣から山形県知事に
対しダム事業の検証に係る検討を行うよう要請があった。国が定めた「ダム事業の検証に係
る検討に関する再評価実施要領細目」によれば、県は、ダム事業の検証に係る対応方針(案)を
作成し、公共事業評価監視委員会の意見を聴くこととされている。このため、山形県公共事
業評価監視委員会では、「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針(案)」について、県から
の審査依頼に基づき、これまで現地調査を含め４回にわたって審議を重ねてきたところであ
る。
　審議の過程においては、これまでの最上小国川流域の洪水被害状況、治水対策の経緯、最
上圏域河川整備計画の内容及び流域自治体や住民、学識経験者等からの意見等について県か
ら説明を受けるとともに、ダム(流水型ダム)案、遊水地案、放水路案、河道改修案の候補地及
び赤倉地区の地形・温泉街の立地状況等について現地調査を行った。
　県が作成した「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針(案)」への意見提出にあたって
は、洪水被害から一日も早く流域住民を守る必要があることから、コスト面だけではなく、
治水対策の効果が発現するまでの期間を考慮したほか、環境や地域社会への影響等も含め総
合的に検討した。
　その結果、当委員会として下記のとおり意見をとりまとめたので提出する。

　平成２３年２月１６日
　山形県知事　　吉　村　美　栄　子　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県公共事業評価監視委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　大　川　健　嗣

（別紙）
　　　　　「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針（案）」に関する意見

　最上小国川の治水対策案として、ダム（流水型ダム）案を最良な治水対策とする「最上小
国川ダム事業の検証に係る対応方針（案）」は、妥当である。

　２月１６日（水）に、山形県公共事
業評価監視委員会の大川委員長から、
「最上小国川ダム事業の検証に係る対
応方針（案）に関する意見書」が吉村
知事へ提出されました。
　この「意見書」は、「最上小国川ダ
ム事業の検証に係る対応方針（案）」
について、公共事業評価監視委員会に
おいて審議し、意見をとりまとめたも
のです。

　下記に意見書の本文を示します。
　

公共事業評価監視委員会が知事へ｢対応方針(案)｣に関する意見書を提出

大川委員長（右）が「意見書」を吉村知事へ提出=県庁
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　平成２３年２月２８日（月）に、最上町赤
倉地内の「せんしん館」において、第４回内
水対策検討会を開催しました。

今回の検討内容は下記のとおりです。

２．各検討項目に係る問題点・実現性
　　　　　　　　　　　　　　　の考察
・各工法を現地写真をもとに具体的な計
　画を説明し、流域毎の工法についての
　問題点と対応策について協議。

　このたび決定いたしました「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針」についての県民
の皆様への説明会を、下記のとおり開催します。

【新庄会場】
　日　　時　平成2３年3月2６日（土）
　　　　　　　　　　　午後２時～午後４時
　場　　所　新庄市民プラザ
　　　　　　　　　　　　１階大ホール
　　　　　　（新庄市大手町1番６０号）
　収容人数　３００名程度（申込不要）

【山形会場】
　日　　時　平成2３年3月2７日（日）
　　　　　　　　　　　午後２時～午後４時
　場　　所　山形国際交流プラザ
　　　　　　　　　　山形ビッグウイング
　　　　　　　　　　　　４階　中会議室
　　　　　　（山形市平久保100番地）
　収容人数　２００名程度（申込不要）

大野目内表線

「 対 応 方 針 」 の 説 明 会 を 開 催 し ま す

第 ４ 回 赤 倉 地 区 内 水 対 策 検 討 会 を 開 催 し ま し た

県HP（※）;
　　　http://www.pref.yamagata.jp/ou/kendoseibi/180006/damseibi/kensho/

対 応 方 針 ( 素 案 ） に 対 す る 意 見 募 集 の 結 果 に つ い て

１．第3回の内水対策検討会項目の再確認
・内水被害を受ける区域に流入する水量を減
　らすため流域を分割し、それぞれの流域に
　適するよう策定した工法について再確認。

３．今後の計画等
・平成２３年度の検討内容及び対策の具
　現化に向けた内容を協議。

新庄市民プラザ

Ｎ
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駅
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線
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13

　「最上小国川ダム事業の検証に係る対応方針（素案）」について、県民の皆様からたく
さんの御意見をいただき、まことにありがとうございました。いただいた御意見は「最上
小国川ダム事業の検証に係る対応方針（案）」を作成する際に参考とさせていただきまし
た。
　なお、いただいた御意見及び御意見に対する県の考えをとりまとめ、下記の県HP(※)に
掲載しておりますのでご覧ください。

　多くの方のご参加をお待ちしております。



第２９号

平成２３年４月２６日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最 上 小 国 川 ダ ム 事 業 の 検 証 に 係 る 対 応 方 針 に つ い て

　平成23年2月28日に、県はダム(流水型ダム)案を最良な治水対策とする｢最上小国川ダム事
業の検証に係る対応方針｣を国へ報告しました。
　報告までの手順や検証内容について、小国川だよりで今号から分けて紹介します。
　最上小国川ダムの検証検討においては、国から示された「ダム事業の検証に係る検討に関
する再評価実施要領細目」の手順により進められました。

この度の東北地方太平洋沖地震により被災された皆様、また、被災地に所縁の
深いご関係の皆様に、謹んでお見舞い申し上げます。
一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
                                      　最上総合支庁長　小松　喜巳男

裏面へ続く

　検証検討の過程では、学識経験
を有する者等からなる｢最上小国川
流域の治水と活性化を考える懇談
会｣※1、関係地方公共団体との検
討の場となる｢最上小国川流域治水
対策検討会議｣※2からの意見を参
考に、平成22年12月1日に｢対応
方針(素案)｣※３を公表し、パブ
リックコメント※4及び流域住民説
明会※5での意見や、｢最上小国川
流域治水対策検討会議｣※6からの
意見を参考に｢対応方針(案)｣※7を
作成しました。
　最終的に、｢対応方針(案)｣※7に
対して｢山形県公共事業評価監視委
員会｣※8より意見をいただき、知
事が「対応方針｣※9を決定しまし
た。

1．情報公開、意見聴取(右図参照)

　検証では要領細目に従い、総事
業費、堆砂計画、工期、洪水実績
など計画の前提となっているデー
タ等について点検を行いました。
　例えば、ダムの総事業費は、平
成19年度の算定では約70億円と
していましたが、詳細設計に基づ
いた最新の数量と、山形県におけ
る最新の事例等に基づき算定した
結果、約64億円となりました。

２．検証対象ダム事業の点検

３．複数の治水対策案の立案

　複数の治水対策案を比較するため、赤倉地
区の特徴を考慮して適用可能な26の方策か
ら、治水安全度の向上が図れる方策として、
下記の４案を抽出しました。
(1)ダム（流水型ダム）案：赤倉地区上流約
     2kmに流水型ダムを建設

　図 　最上小国川ダムの検証検討の経緯

国 土 交 通 大 臣 へ 対 応 方 針 の 報 告

国土交通大臣が山形県知事に最上小国川ダム事業の検証に係る検討を要請

対 応 方 針 の 決 定

山形県による最上小国川ダム事業の検証に係る検討

対 応 方 針 （ 素 案 ） の 作 成

対 応 方 針 （ 案 ） の 作 成

最上小国川の治水と活性化を考える懇談会

第1回 (平成22年 3月29日)
第2回 (平成22年 8月23日)
第3回 (平成22年11月11日)

最上小国川流域治水対策検討会議

第1回 (平成22年11月 9日)

流域住民説明会

(平成22年12月14日)

パブリックコメント

(平成22年12月1日～31日)

最上小国川流域治水対策検討会議

第2回 (平成22年12月22日)

山形県公共事業評価監視委員会

第5回 (平成23年 1月14日)
第6回 (平成23年 2月 3日)

学識経験者・関係する町長

関係する町長・町議会の代表者等

関係する町長・町議会の代表者等

山形県公共事業評価監視委員会

第3回 (平成22年11月 5日)
第4回 (平成22年11月24日)

※1

※2

※3

※4

※5

※6

※7

※8

（平成23年2月28日）国 土 交 通 大 臣 へ 対 応 方 針 の 報 告

※9

(2)遊水地案：赤倉地区上流の低平地に遊水
     地を建設
(3)放水路案：赤倉地区上流に分水地点を設
     け、洪水の一部を別ルートで分水
(4)河道改修案：河道の掘削、引堤、堤防の
　かさ上げにより河道の流下能力を向上
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４．概略評価による治水対策案の抽出

　治水対策案として立案した前ページの４案に
ついて、河道及び流域の特性を踏まえて概略評
価を行い、治水対策案を抽出しました。

次号へ続きます

右岸拡幅案

概  要

特  徴

約62億円

補償対象

右岸を堤内地(※)側に
20～30ｍほど拡幅
し、築堤・護岸整備を
行う案

左岸側の大型温泉旅館
等はほぼ現状のまま維
持される

移転補償　41棟
営業補償　16事業所

概算事業費
（赤倉地区のみ）

右
岸

拡
幅

案

左
岸

拡
幅

案

赤倉温泉街

両
岸

拡
幅

案

←
最

上
小

国
川

下流

上流

赤倉橋

ゆけむり橋

湯
の

原
橋

虹の橋

図　河道改修案の検討ルート 表　右岸拡幅案概要

※堤内地：堤防で守られている宅地や農地がある区域

(4)河道改修案：
　築堤、河道掘削等により、河道の流下能力
を向上させ、河川整備計画で定められた計画
高水流量(赤倉地区340m3/s)を安全に流下
させる治水対策です。
　赤倉地区では温泉街が河川に沿って立地し
ている現状を考えると、既設の護岸を嵩上げ
することは難しく、温泉旅館等は移転するこ

(1)ダム（流水型ダム）案：
　赤倉地区上流に流水型ダムを建設して赤倉
地点の計画対象洪水のピーク流量(※)を低減
させる治水対策で、地形、地質等を考慮し
て、最も効率的な赤倉地区上流約2kmに流

　今号では(1)ダム（流水型ダム）案と(4)河
道改修案について下記に示します。

建設予定地

← 最上小国川

赤倉温泉街

上流

下流

赤
倉

橋

保
京

橋

通常時は水
を貯めない

洪水時のみ
水を貯める

流水型ダムの完成イメージ図

流水型ダムの特徴のイメージ図

※2門の常用洪水吐き
で洪水調節

図　ダム(流水型ダム）案の概要

水型ダムを建設し、洪水調節効果により、赤
倉地点における計画対象洪水のピーク流量が
340m3/sから120m3/sに低減します。
　流水型ダムは、洪水調節のみを目的とする
治水専用ダムで、通常時は流水を貯留せず、
洪水時のみ一時的に流水を貯留するダムで
す。(下図参照）

※ピーク流量：治水計画の対象となる洪水の
　最大の流量

ととして、右岸拡幅案(緑線)・両岸拡幅案(赤
線)・左岸拡幅案(橙線)を検討しました。(下
図参照）
　その結果、河道改修案として右岸拡幅案
(緑線)をコスト面で最も有利な対策案として
抽出しました。(下表参照)



第３０号

平成２３年５月２５日発行小 国 川 だ よ り
最上小国川治水対策について、お知らせします。

山形県 最上総合支庁
建設部　河川砂防課小さなダム・大きな仕事　　最上小国川ダム最上エコポリスの実現

= 豊かな自然　輝くもがみ =

最 上 小 国 川 ダ ム 事 業 の 検 証 に 係 る 対 応 方 針 に つ い て （ ２ ）

　前号(第29号)で、｢４．概略評価による治
水対策案の抽出｣の４つの対策案の内、(1)ダ

※遊水地；洪水時の河川の流水を一時的に氾濫させる土地のこと。

４．概略評価による治水対策案の抽出（２）

(2)遊水地案：
　赤倉地区上流に遊水地(※)を建設することによ
り、計画対象洪水の一部を貯留し、洪水時のピー
ク流量を低減させる治水対策です。
　遊水地は河道に隣接し、洪水を遊水地に越流さ
せ、河川へ自然排水が可能となる低平地が確保で
きる場所を候補地として選定しましたが、必要な
遊水地容量が確保できないことから、遊水地容量
の不足分については、赤倉地区の河道改修を実施
することで対応することとしました。
　その中で遊水地＋赤倉地区河道改修案について
は、コスト面で有利な遊水地①②＋河道改修案を
抽出しました。                     (右図、下表参照)

遊水地①

遊水地②

赤倉温泉街

河道改修

最上小国川→

上流

下流

赤倉橋

ゆけむり橋

湯
の

原
橋

(3)放水路案：
　放水路案は、赤倉地区上流に分水地点を設
け、洪水の一部を別ルートで分水し、赤倉地
区下流で再び最上小国川に合流させることに
より、赤倉地区における計画対象洪水のピー
ク流量を340m3/sから120m3/sに低減す
る治水対策です。
　放水路案における分水地点、合流地点は、
洪水時の約70％近い洪水を分水・合流するた
め、現況河道と放水路がなめらかに合流でき
る地点を選定し、放水路のルートについて
は、トンネル案3ルート、ボックス(※1)案1
ルートの４つの案を検討しました。
　その結果、放水路案については、4案のう
ち崩壊土砂流出危険区域(※2)を避け、コスト
面で有利なトンネルA案(赤線)を抽出しまし
た。(右図、下表参照)

ト
ン

ネ
ル

C
案

ボ
ッ
ク
ス

案

ト
ン

ネ
ル

B
案

崩壊土砂流出
危険区域

赤倉温泉街

ト
ン

ネ
ル

A
案

最上小国川→

上流

赤倉橋

ゆけむり橋

湯
の

原
橋

分水地点

分水地点

分水地点

合流地点

（実線）： 開水路区間

トンネル区間

ボックス区間
（点線）：

← 末沢川

下流
合流地点

図　遊水地案の遊水地①②＋河道改修案

表　遊水地＋赤倉地区河道改修案概要

治水対策案 遊水地の特徴
移転・補償
（遊水地内）

遊水地
事業費(A)

赤倉地区河道
改修事業費(B)

赤倉地区
事業費合計(A+B)

遊水地①②
＋河道改修

赤倉地区近くに
遊水地を建設

・移転家屋  24棟
・耕作地等  12ha

約39億円 約40億円 約79億円

図 　放水路案の検討ルート

表　放水路案概要 単位：ｍｍ

トンネル部断面図

R41
00

R8200R82
00

8200

82
0
0

ム(流水型ダム)案と(4)河道改修案を示しまし
たが、今号では残りの2案の(2)遊水地案と
(3)放水路案について下記に示します。

※2崩壊土砂流出危険区域；山腹崩壊や地すべり
によって発生した土砂が土石流となって流出
し、災害が発生するおそれがある地区。
※3開水路；水面を持つ水路で、大形の水路。

移転・補償

A
全長; 1,422m
(トンネル;
665m)

約62億円

放水路事業費延　　長

トンネル案
家屋の移転、
補償は末沢川流
末の一部のみ

※1ボックス；断面が四角形で、内部空間を
様々な目的に利用する鉄筋コンクリート構造
物。

(※３)
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５ ． 各 治 水 対 策 案 の 評 価

最 上 小 国 川 ダ ム 事 業 の 検 証 に 係 る 対 応 方 針 の 説 明 会 に つ い て

　５月１４日、１５日に、「最上小国川ダム
事業の検証に係る対応方針」について県民の
皆様に広く知っていただく場として、新庄市

　検証検討では、抽出した治水対策案に対し
て、河川や流域の特性に応じ、次の(1)～(7)
で示すような評価軸で評価することが「要領
細目」において示されています。
【評価軸】
①安全度②コスト③実現性④持続性⑤柔軟性
⑥地域社会への影響⑦環境への影響
　要領細目で示された評価方法を踏まえて、
各治水対策案(ダム(流水型ダム)案、遊水地
案、放水路案、河道改修案)を、最上小国川
の河川及び流域の特性に応じ、要領細

と山形市の２会場で説明会を開催しました。
　説明会の内容は、次号以降の「小国川だよ
り」等でお知らせする予定です。

目で示された①～⑦評価軸の内、今号では①
安全度②コストについて評価した結果を以下
の表に示します。
　なお、評価に当たっては、現状における施
設の整備状況や事業の進捗状況等を原点とし
て検討を行うこととしており、コスト評価で
は、実施中の事業は残事業費を基本とするこ
とが示されています。
　また、各評価軸の評価にあたっては、「最
上小国川流域の治水と活性化を考える懇談
会」をはじめとして、これまで多くの方々か
らいただいた意見を十分に考慮しました。

評価軸

概ね5年

評価の考え方 （２）遊水地案（１）ダム
　　（流水型ダム）案

●完成までに要する費用

●維持管理に要する費用

約110億円
（ダム約64億円で残事
業約48億円、下流河川
河道改修約62億円）

約22億円（50年間）

約151億円
（遊水地約39億円、赤倉地
区河道改修約40億円、下流
河川河道改修約72億円）

約19億円（50年間）

●段階的な安全度の確保
（赤倉地区の安全度を確
保に要する期間）

①安全度
（被害軽
　減効果）

②コスト

表　各治水対策案の比較一覧

概ね76年

ダムにより赤倉地区の安
全度が確保される●効果が及ぶ範囲

遊水地のみでは赤倉地区
の安全度が確保されない

●段階的な安全度
の確保（赤倉地区
の安全度を確保に
要する期間）

①安全度
（被害軽
減効果）

概ね63年 概ね74年

（３）放水路
案

（４）河道改修案 評価軸ごとの評価

②コスト

●完成までに要す
る費用

●維持管理に要す
る費用

ダム（流域型ダム）案が
赤倉地区の安全度の確保
に要する期間が概ね5年
であり、安全度では最も
有利である。

ダム（流域型ダム）案が完
成するまでに要する費用及
び維持管理に要する費用を
考慮してもコスト面では最
も有利である。

約146億円
（放水路約62
億円、下流河川
河道改修約84
億円）

約18億円
（50年間）

約148億円
（赤倉地区河道改修
約62億円、下流河
道改修約86億円）

約10億円（50年間）

評価軸 評価の考え方

●効果が及ぶ範囲
赤倉地区の安全
度が確保される

河道改修実施箇所付近
の安全度が確保される

次号へ続きます

http://www.pref.yamagata.jp/ou/kendoseibi/180006/damseibi/kensho/houshin.html

詳細は下記県HPを参照してください。
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